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具体的に取り組むべき新年l災の施策を提出しても

らったが、これをlil･急､に終HI!して、具体的な事業

の推進に役立てるようにしたい。

CRも今後は全IRI的な統一が必要となろう。こ

のような施漿の策定には、今迄は技術委員会を中

心にNORCのノウハウを持つ〃々のボランティア

活動により行って来たが、これも限界にきており、

今後はアウトソーシングによることとしたいと考

えている。

本Hの会談にあたっては、NORCは転換期にあ

り、このため新しいり礫を111-忽に展開する必要が

あることを念蚊において会議を進めてもらいたい。

(3)小llll'l!|IIから、緊急動議として、1998年度第1

1m代j灘1会の識迦4公紺附統料について及び議題5

蛙金の設悩については、｜･分な制瀧が必要であり、

今後の検討の時|川的余裕もあるので、この理事会

において代議員公に捉川するI瀧案を削除すること

の提案があり、討縦の結果削除に群議決定しまし

た。

<審議決定〉

(4)議題11997年度事巣鞭告案及び収支決算報告書案

加藤常務則り#は、1"7年度のレース事業等及び

各委員会の柵勁状況について、資料に基づき、大

要報告をしました。

鈴木Ⅱｲ務委員腿は、収支決算について、資料に

基づき、概要次の洲I『をしました。

｢収入の部において会fY収入は-Js術を催かにkl''l

り、ほぼ予算辿りの結果となった。il測料収人に

ついては昨ｲ|畠仙上げをしたため大幅に増収となっ

た。

また寄付金収入の3,140ﾉjl'lは|則來支那よりの借

入金を返済免除してもらったが、これを寄付金収

入として制・こした。

支出の祁において、椚:JII職は予算内に収まった。

また総務委員会の支川の｜'1には、裁判証支出も

含まれており実際の支川は予算以下となっている。

回収不能金償典|｣は、退会した会員の臨時会費を未

収金としていたが、これらを侭却処理したもので

ある。Wf入金返済の内には関東支那からの借入金

返済、3,140"I'jが含まれている。

94年度の繰越金の差異については､会計士の石

川先生に調査を依畑していたが結果が川た。代議

員会においてｲi川先生に,i"I|をiIII接説明してもら

う覗になっているが、紺果を簡単に説明すると、

差異は87年度から89年度に発生し、89年度に過小

表示された。この数字が93年度末まで繰り越され、

94年度の期而に刷.1[されたものである｡」

鈴木財務委ll踵の蠅併終了後、平野監祁から

1998年2)12IINORC本部において監在を実施した

が、合法かつ適正である時の柵件がありました。

(質疑鰈）

1998～1999ｲド度朧'l"定荷の浦lll氏から、石川

公認会計士の端'了により現ll,1,IIでは|川題なしとな

っているものの、繰越金のミスが生じたときの責

任体制を明確にしておく必要がある胃の表明があ

り、これは議事録にてlﾘlらかにしておくことにな

りました。

<審議決定〉

(5)議題21"8年度"*,;l･l'l'i案及び収支予算案

加藤常務III娠は、1998年度の事業計l由iについて、

資料に基づき、大典説lﾘlをしました。鈴木財務委

員長は、収支予算について、資料に蕪づき、概要

次の説Iﾘlをしました。

｢ほぼ暫定f算の通りであるが、97年度の収支計算

書の中の97年腿の”#と、98年度の予算案の中の

97年度r節の数字が違っているが、これは98年度

では臨時会甜が除かれている為である。裁判も決

着し今年腱で臨時会fYも廃l上となるので来年度は

分かり易くなる｡」

(質疑等）

小ul理事から、支川の部で返済及び予備費は別

J1I[1にすることが通､Iiであること、公雑法人では

総f算の5%f'{渡のf術獅が必要ではないかとの指

摘がありました。

この他、1998ｲflX,l"iil･l'l'i案は、旧理事の任期

中に作成されたものであり、会長挨拶にあったと

おり、先般新fII!'Iiから捉川された新年度施策アン

ケートを今後検討し、側叫f会にて修正を加え実施

することが了解されました。

<審議決定〉

(6)新入会員の承認及び会員、登録艇の現状報告

加藤‘附務理事は、1997年10jjl日から12月31日の

間棉倣紀秀氏以~ド43名が、特別会員・正会員への

入会申込があった胃説lﾘlしました。また、会員及

び登録艇の現状、公友艇の現状について、資料に

基づき、慨告しました。
へ

く審議決定〉

(7)議題41997年l災公撹滞納撒除名予定者)について

加藤常務JII!'jfは、浅科により会費滞納による除

名予定打･のリストについて脱|ﾘ』し、代議員会にて

除名手続をｲjいたい胃況|ﾘlしました。

<群議決定〉

(8)議題5会洲雌ﾙ料について

議題6坐金の,没樅について

没|嘩会il顕の緊急動議により、1998年度第1回代

議員会の議題が削除されたことから、今回の理事

会においてはl'lij縦題は雛趣としての提示のみ確認

して、後H改めて叩1I会、代議貝会に再提案する

ことになりました。(2111後刻、総会が流会となっ

たため、急遥理事等懇談会を開催することになり、

その席上提案内容の説Iﾘlと蘭疑を行いました。）

<審議なし〉

(9)議題7日本外洋帆走協会組織及び運営規程の一

部改正

加藤常務理事は、関東支部の1997fl212月31日解

散により、本年ljl卜．ｲﾘ束斯(湾支部、湘南支部、三

浦支部､三|崎支部がｷII次いで設立総会を開催し、

それぞれl)1111に遡り支那が股立された胃を報告へ

しました。

これに|､い、1l本外洋帆走協会組織及び運営規

稗第8条(支部のi没悩)について支部設置追加の改正

をしたい片説Iﾘlしました。

今仙|の改IEによりN()RCの支部は16支部になり

ました。

<群議決定〉

(10)議題8人'1喋件

加藤常務理pl1は、資料に基づき新支部長9名、新

顧問公議長、新顧問3名、ナショナルジャッジ更

新新規門|･22名の就任について説明をしました。

また、新理,獅子定行30名、新慌事予定者2名、名

||執行部報告執行部報告

2月21日開催理事会・代議員会

の概要報告常務理事加藤正義
1998年度第21n1珊堺会、1998年度第ll'il代議員会

及び1998年度第31IIIEI!'If会は、例年通り東京都港区

虎ノ門の第1オカモl､ヤビル4F会議室で開催し、

NORCの事業、予算決算、入り痔について承認を

いただきましたが、非‘肘に残念でしたが、1998年

度第1回総会(通常総会)は川j,!竹者及び委任状提出者

数不足で流会となりました。この理事会、代議員

会、総会の概要はつぎのとおりです。なお、今l可

の一連の会議には、現在NORCとJYAとの統合に

関し双方から委貝を川して検討･を行っていること

から、JYA貝道和ll側郵長をオブザーバーにて招

待し、全期間傍聴していただきました。

1〕1998年度第2回理事会(13:”～15:15）
(1)1996～1"7年度任則理事による最後の理事会で

出席者14名、書面表決書及び委任状提出者10名に

て会議は成立しました。なお、1998～1999年度任

期理事予定者も会議|刑始時約20名、代議員の方も

同じく20名程度傍聴し、盛会になりました。

(2)議題に入る前に会長から、概要つぎの挨拶があ

りました。

新旧両理瓢ご多忙の巾多数川Ⅱifいただき感謝す

る。

関係各位の努力によりNORC財政再建|州題は、

解決に向かっているので、今後は会員、登録艇の

蛸加等事業の拡大にli1け一I1の努力が必要である。

旧理事の方々にはこの2年間のNORC危機解決への

労に感謝するととも、新理覗の方は新生NORC"､

全力を尽くしていただきたい。

昨夏懸案のⅡ_l関東支部からの多額の借入金問題は、

旧関東支部会員のご厚意により、偵務免除になり

この場を借り亜ねてお礼を述べたい。

＜たか＞裁判は和解とは言うものの実質的には

勝訴と考えているが、事故の責任は船主、艇長に

あり、レース主催軒の責任とは、スタートライン

の設定、スタートの確認、レース中の艇への必要

な情報の提供、フイニッシュラインの記録等であ

ると考えている。

NORCとJYAの統合問題は、関係者による精力

的な会議により、どのような型で統合すればよい

かに焦点が絞られて来た。統合にあたっては、

我々の活動と権限が、新しい川体で確保されるこ

とが必要である。本l1は本理li会にJYA貝道理事

長にオブザーバーとして川llf願ったが、次会JYA

内部会議に当方fII蛾を川聯させてもらうことにし

ている。

私が会長に就任してからは、当面の財政再建問

題に追われ、我々にとっても最も大切な事業の発

展へ、いささか遅れをとったことを反省している〔

レースを楽しむ人、クルージングを楽しむ人へ、

どのような支援が出来るかを考えなければならな

いo

先般新理事、支部長の方々から、NORCが今後

ITT
l皿 §H工…ナイトセーリングの必需品ノ

夜間の安全航行を守る抜群の明瞭度､解析度そして増幅度。

米国1TT社が開発･製造し、これまで軍需用に使用

されていた｢ナイトマリーナ｣が日本でも発売『

｢ナイトマリーナ｣は星明りで300m､満月では620m

先まで景色か確認できます。F/1.4光学系の視

野角度40で、ほとんど肉眼に近い視野が得られ

ます。又高い防水･浮水性を要し、軽量でコンパ

クトな設計で片手の操作にも簡単に出来ます。

●NORC会員のみなさまに{ﾕ特別価格を設定しております『，

光増幅型暗視装置

ナイトビジヨンビュー 涯
一ナイﾄマリーナ

■正規代理店

有限会社ジユコー商会
P

横浜市中Iﾇ太田町6-73ハマビルデインク302

TEL,045(212)5058/FAX,045(212>5139

-2－



誉会員予定者7箱について代i熱l公にて選柾(議決）
の手続を行いたい片説Iﾘjをしました。

〈審議決定〉

(11)議題9支部及び帆ⅡI委貝会拙If

l)JYA委員会

尾島専務理ﾘは、NORCとJYAとの統合につい

ては、昨年4jjから委貝会121''l、分科会611II実施し

て、現在は新たな統合Mｲ1,N法人の「徹:付行為」の

内容について、特に淵[織人的柵成についての検討

を行っている。4ﾉl未までに一応の成案を得るよう

にしたい。統合il}来るかどうか瀬)-~i際にあるとの

説明がありました。統合|川迦については、JYAと
の交渉がいま一歩進んだ時点で、OHShore誌上に

て詳しく説Iﾘ]する旨述べました。

2)ニッポンチャレンジの後援

戸田会長から、「アメリカズカップの後援は前々

回はNORC、前InlはJYAが行った。本年度はニッ

ボンチャレンジでは60フィート艇によりl1本－111

全図キャンペーンを実施する,il･l'l'iがあり、N()RC

もバックアップをしたいと号えている。典体的に

スケジュールが決まったときは行文部にお知らせ

するのでよろしくお願いしたい｡」との発表があり

ました。

3）‘98ジヤパンカツプオフシヨアシリーズ

郁築fll"(東海支部)から、盗料により、本年度は

ベフショアシリーズを火抑支部i雑で=ilt県/1:ヶ

，湾沖で10月～1111に実施する片の税|ﾘIがありま

した。

本件については小IIIJI!'IIから、ロングオフショ

アレース終了艇の夜間人湾対策に配懲するよう災

望が出されました。

4)計測委員会報i'f

林理珊から、前岡承認された||本外洋帆走協会

ORC七イルメジャラー制度に関する規定により

22名のセイルメジヤラーの資格認定を行った時の

報告がありました。

〔説Iﾘ}〕

(12)議題10その他(特別会Uの廃|I）

加藤常務弧|邸は、浅科に鵬づき、外洋ヨット安

全対策特別委員会、訴訟対鮠特別委乢会、ll雌特

別委員会を凹価の任務終了により、廃'上する胃説

明しました。

〈審議決定〉

2〕1998年度第1回代議員会(15:30～17:15）
(1)1997fi渡の斗喋柵!『及び収支決岬:、1998年度の

臺業計画及び収支予算､役典の進ｲ群について群
決定する砿要な会議で、川ⅡiWf28希、ili:lili表決

1'}及び委任状提川考53端で会縦は成虻しました。

なお、1996～1998年度任加1I!'1吸び1998～1999年度

FI!事予定荷の火1§が傍恥しました。

(2)議題に入るIjiに会良から挨拶がありました。挨

拶内容は1998年度第21111M$li会における会艮挨拶と

ほぼ同一内容なので省l略します。

(3)加藤常務理'jiは、調幽会撒附I洸料について及

び議題5堆金の設世については、本IIの1998年度

第2何理事会で、1998年度節ll''l代i郷1会に提川す

る議案から削除する緊急動縦が成IXして、議題4

及び議題5は削除された持説Iﾘjしました。

(4)議題11997年度'j喋剛!『及び収支決算湖告

加藤'附務理事は、1997ｲ'三度1喋拙Ifを、鈴木財

務委員長は1997年度収支決算報()fを、1"8年度節2

1IIIHM11会と|11様に脱Iﾘlしました。

また、1"3年度と1"4年度の|川に発/lﾐした次期

繰越収支差額問題について、NORCがI淵企を依軸

した石川光男公認会I;|-l寺から次の報i'rがありまし

た。

①詳細については、私が作成した洲If1IIをお!流

みいただきたい｡1993年度と]"4年皮の|川に突然

繰越収支兼額が発ﾉ|きし、以降はそのまま推移して

いるが、過去に間迦があると思い、1986年度から

1996年度までのNORC本祁及び関東支部に係わる

部分についてI淵恋した。

OEHORE7998年Ⅳ0.256号

②次期繰越収支差額は、1987年度から1989年皮の

間に発生し、1989年度末には累計で3,664,479111過少

に表示された。この差額はそのまま1993fl渡米ま

で繰り越され、1994年度初頭に訂正され、現ｲI畠は

正しい数値が表示されている。

③10ｲI揃に発生した繰越収支差額は、経理取扱ミ

スにより発生したもので、どのような理111による

か不明であるが、1994年度初頭に修止された｡」

つぎに、平野監事から、I的8年2月2IINORC本

部において監査を実施したが、合法かつ適正であ

る旨の報告がありました。

〈群議決定〉

(5)議題21998年度事業計画及び収支予算

加藤常務理事は、1998年度事業計山を、鈴木財

務委員長は、1998年度収支予算を、1998年度鋪21'1l

理事会と同様に説明しました。

(質疑応答）

都築代議員(東海支部)から、東海支部は奄録艇よ

り会友艇の方が多いが、これらの会友艇は保険の

ために加入しているものもある。NORCは会友艇

制度廃止により、登録艇以外のための新たな保険

を作る訓.1mの有無について質川がありました。こ

れに対し尾島専務は、そのような考えはないこと、

保険についてはこれから支払金額を~ドげる等によ

り底辺の拡大を図りたい。将来予想される|21"ll[

と同様な強制賠償保険先取りするような動きをし

たい片述べました。

坂谷代議員(東海支部)から、NORCのr",Iドと決

算菩では科目項目が異なる他順番も違っている。

今後の改善の検討を希望する旨の表明があり、尾

島卑務理事は、事務合理化のため本年度会計ソフ

ト入れ椿える計画があり、今後は見やすくなると

のInl答をしました。

<審議決定〉

(6)議題31997年度会費滞納者(除名予定符)について

加藤常務理事は、資料に記載された背を除名す

ることとしたい旨説明しました。

尾島専務理事は、除名者については従来どおり

猶予期間をおいた後手続をするとの説Iﾘ]をしまし

た。

戸田会長は、NORCの定款及び慣習によりこの

ような除名手続を長年間行ってきたが、災態l会

賀沸納の即由で除名は穏当でない。｜‘l然退会的な

扱い等ついて今後検討したいと述べました。

<審議決定〉

(7)議題6人塀案件

加膝常務理事は、資料に蕪づき新調陣予定櫛30

橘、新職事予定者2名、塙誉会員予定荷7堵につい

て税明しました。

さらに、1998年度館2回理事会で、新支部災酩、

新噸間会議長、新顧問3名、ナシヨナルジヤッジ災

新・新規計22名の|司意等があった旨報僻しました。

<審議決定〉

戸田会長は、改めてIH理事の方々に対し、2年間

の活動について労うとともに、今後も執行部への

協力をお願いされました。

また新理事に対しては、NORCの侭業に対して

前向きに取り組むよう要請しました。

(8)議題7その他

加藤常務理事は、本日の1998年度第1IIMI鄭会に

おいて、新入会員福嶺紀秀氏以下43名が理覗会で

承認されたこと、関東支部の解散により、東京湾

支部、三崎支部、三浦支部、湘南支部の設立がFil

意され、NORC組織及び運営規程の改正されたこ

とを報告しました。

〔報告〕

3〕1998年度第1回総会流会報告(17:15～17:20）
加藤常務理事は、現時刻は17:15でほぼ1998イド度

第1回総会開始時刻であるが、現在の総会への1IWH

状況は会員出席者17名、理那会及び代議貝会での

現在の出席者61名、委任状提出者778名、イJ効川Iルリ

者合計856名で定足数953名に対して97名不足する

-3-

時報i!fしました。

ノillI会艇は、1998年度第11ul総会は流会とし、現

ｲlﾐの予定ではNORCとJYAの統合問題を勘案して

1998ｲI渡第21111総会(臨時総会)を5月末ごろ開催した

い胃発表しました。

4〕1998年度第3回理事会(17:30～17:40）
(1)1998年度第ll''l代議員会において、新理事30名

及び新監事2名が選任されたので、新理事による理

『"会を開催しました。

新即躯出席符は25名に達し、委任状提出者4名で

会縦は成立しました。

(2)縦題l主要役員の選任

戸|IIHI部がまず会長に互選されました。

戸III会長の司会により、副会長に古川理事と三

jl:HI部を、専務理事に尾島理事を互選しました。

公良から加膝雌11と高田理事が常務理事に指名さ

れました。さらに、Ⅱｲ務委員長に鈴木理事の同意

をｲ!}ました。戸|-|-1会長は残りの専門委員会担当理

'll、委典腿、委員は次回丑|!事会までの間に人選し

て改めてli1恵を願う胃の説明をしました。

<排縦決定〉

(3)i瀧迦2その他

その他i瀧迦は雌<1998年度第3何理事会を終了し

ました。

5〕1998年度第3回理事会終了後の理事等懇談

会(17:40～18:40）
(1)1998ｲI疫第311'l理事会終了後、戸田会長から折

角の機会なので、新理事、旧理事、代議員、その

他公11で時I111に余裕のある方は残っていただき、

魁淡会をしたい旨の発言があり、戸田会長の司会

で懇淡会を開始しました。出席者は約60名でした。

(2)鈴木財務委員長は、1"8年度第2回理事会議題5

公澱賊抗料について及び議題6基金の設置につい

て、涜料に雑づき、趣旨及び具体的な方策につい

て脱lﾘIしました。

小川即蛎は、会報嚇読料にすると会費のみ入金

する将が出る恐れがあること、基金を設けるには

先ずビジョンを決めることが先決で、現行の各支

部堆金との整合性にW憶する必要があるとの意見

が川されました。また、基本的には会費は出来る

だけ仙止げせず、レース川場者全員を会員にする

などして、会此の拡大を図る必要があると述べま

した。

三jl:BI'"からも、会員メリットをはっきり打ち

川し、会ffをkげず会員を増加させる具体策を進

めることが必要である旨述べました。

鈴木1lｲ務委胤促からは、NORCの短期借入金を

余部返済したとき、繰越金に余裕がないときは、

背企ショートの恐れがある旨の説明がありました。

(3)1鄙iも〔勝はOffShoreについて、昔は立派な雑誌

だったが、現時点ではタブロイド版でとなったが、

1淵梁誌と異なる内容に持っていきたいので､各位

から恵児をいただきたい旨述べました。

これに対し、数名の理繋から、郵送費が大半を

占めるならば、支部会報と一緒に郵送することや、

第3利I郵便の復活を検討すること等について提案が

ありました。

(4)JYAとの統合について、戸田会長は、JYAとの

統合検討はかなりのところまで来ている。もし統

合川来ないときは、別の道を進むことも考えてお

く‘必要がある胃述べました。NORCのフリートは

実態1mからみてII!途半端で、今後はヨットクラブ

を地域の'i!核組織にすることを検討したいと述べ

ました。

(5)岐後に新叩1#に残っていただき、お互いに自己

紹介をして結束をli'ilめました。別れる前に次回理

'"会を3ﾉllOli(火)NORC本部で、さらに4月11日

(I:)東海支部又はNORC本部で行うことを確認して

4xli'lの会縦をすべて終了しました。



OFFSHORE7998年No.256号

先に延べた、N()RCとJYAの統合については|川

もなく剛}fUII:がⅢ来るf定である。本ｲr5)l末馴

にJII!!Ⅲ公、代!"jl会、総会を|ﾙl樅し、統合をⅡ｣.と

するか．イ《111とするか。IIIのjﾙ合、統合作巣とス

ケジユールについて会llの‘唖志決定をいただく必

要がある。辿例ならばjm常総会が流会すれば、す

みやかに脇llf総会をIM樅しなければならないが、

統合という人きな,瀧迦がllliiに辿りコストを考え

ると、総会・代縦jiA･jil!II;a|)M催は、5Ⅱを予

疋している。

次IIIIの臨ll,}総会は、NORCにとって大切な総会

になるので、公ilのﾉﾉ々はI1J能な限りご川席いた

だく。欠州↑の場合は‘噛,＆衣示のi'FIIiは必ず送り返

し、IMill$総会の成立を期すよう雌非おl航いします。

統合唯術委ll公で統合の恵思決定に必要な条件も

盤い飴めている。これらは、代I磯u､･J1I!'li公で

悩砿に恭畿された。

1998年2)l21111711#15分、1998ｲli度鯆11'!|代I純I

会終了後、f定された1998年度鋪ll''l総会は、総

会の会tlllli,'ir肴数17端、代,ifll会及びJII!1f公から

の川席lﾘ能稀数61"',、委任状捉川稀数778箔でｲj

効出1冊荷数8564',、総会疋足数に対し97狢ｲ《足で

あり、会l患は総会の不成'1/iを発炎した。即'1i公

代縦貝会が成立したので1喋遂ｲ｣鳶は''｢能あるが、

本年度より会撹は特別会1l･llifu6.000111のl'il-

制でNORCの逆‘鮒.をして行くこととなっている。

ﾉ>IFIのJII!'1『公、代I鋤i会、総会の会乢1人､'1りコ

ストは約400111であり、総会IIM1IMにlf1け約20()ﾉJI!l

の闘承なチ節:をii'i謝した。さらに臨時総会を|)州：

しなければならない。

1998年度第1回総会
（通常総会)流会について

常務理事加藤正義

旧関東支部の債権放棄により大li債務が解油

し、1997年末くたか＞裁判は、300万円の和解金

(城判直後の記者会見にNORCは見紳金と理解して

いると発表した）で解決し、1M政的にIﾘlるさが川

て来た。

本年より、財政問題解決のため停滞していた事

業の活性化を図り、会員の方々が心行くまで

Offshoreを楽しめるよう環境整備と、平行して進

める会員数と艇登録の拡大に取り組む課題もあ

る。また今回の代議員会で審議決定した除名会員

数は、約900名であった。OfiShoreで常時報告して

いるNORCとJYA間で行っている、11本ヨット界

199B年度第4回理事会概要常務理事加藤正義
1998年度第4会理事会は､3月10日(火)NORC本部会談察でl刑樅しました｡即'lfl7渦、職'ji2端、オブザー

バー5名計24名で、狭い会議室は満席になりました｡戸111会長がEI会政務で避れるとの述絡で､ニノ|:II11会隆

が議長となり議事を進めました。

NORC安全規則(1993)の
一部改正について

標,祉について、31110IIIM催された1998年度鋪41I!|

FI邸会において、急遮「NORC安全規Mﾘ」第4条へ
2収の特別規定検介のｲj効期|H1を、IMSのｲ1効期|A」

に合わせることが群議決定し、施行を本年l)lll_|

からとすることが、別紙のとおり決まったのでお

知らせします。なお、本規llllは本年度!|!に俺Im改

IIをr定しているのでIIIし添えます。

また、特別規定検併科は、すでに1997ｲ|疫節61IIIf'll

!lf公及び199741疫第21''l代I淡い公で、本部納入分細

を従liiの1,0()()1リから5.0(X)I'1(チェックリスト料を含

む)とし、従liiの検介料6,()()01'lを10.000111とするこ

とについて群,誰決定していたにもかかわらず、事

務的下述いから、改lliが行われておらず、現場で

混乱もあったことから、1)1:せて改正したのでこれ

らについて検州卿係荷にⅢ'油Iして災施願います。

(10,()()()l'lの|ﾉ､li沢は、本祁納人分5,000111、支部納入

分3,NOl'1，検介Uへの検從火施料2,0m1'Iです）

NORCJYA統合問題

2月21日理事会､代議員会では、議題や討議内容が多かったため､本

件について改めて執行部から、現況を説明しました｡スケジュール的

にはJYA側の説明が順調に進めば、この5月241-|JYAは評縦貝公で、

統合に進むかどうかの意思決定が行なわれる予定です｡NORCもl'ilじ

時期に意思決定をおこなうこととし、2)121｢I附惟の総会が流会にな

ったことから､代議員会､総会を開催する計IIhiであることをH1嘩会で説

明しました。

これに対し､出席理事から､本件の概要はOFFSH()RE芋で承知してい

るものの､現地の会員には詳しい説明がないので、執行部メンバーが

主要支部に赴き、説明会を行ってほしい旨の提案があり､3111411内榔

支部を皮切りに、順次説明会を実施することになI)ました。

支部長名簿

郵
岬
岬
一
峠
蝿
恥
一
噸
伽
岬
恥
一
“
》
岬
岬
一
鋤
州
州

氏名

'''111良論

米'11投勝

蕊谷俊般

｣||崎1．〔

内喋巾吠

11『川保夫

I|‘村迩

稲紫文Mll

松永一ﾉ|畠

川端論犬

ミル祥功

小11碓災

洲川竹史

栓j鄙t比,I！

;削淵政次

來i［11錨も

新･再

新任

皿

迩

迩
斬{「

姉
一
一
姉

役員の選任

戸田会長が遅れて到着し､議長となり、執行部から当面の業務施莱の

進め方の説明を行い､そのあと会長が､各専門委員会を+ll当するIII邸を

指名、理事会の同意を得ました｡この担務J1I零名は、OFFSHORE本り・

理事名簿一覧表に記載してあります｡なお､その他の各邨I11I委側公の委

員は担務理事が執行部と協議して早急に名簿を作成し､次IIII即ﾘf会に

て同意を得ることになりました。

皿I

迩
卿r1f

へ

NORC安全規則(1993)

改IE,ド成10年3111011

節4条レース川場艇

2.燗:別規定検介のｲj効期間は、合格の||からその

ｲ'三の12)13111までの|川とする。

節5条塒別規定検介

2.特別規定検代は迪年災施する。

第15条特別規定検介料

l特別規定検侮を受けようとするものは、特別

規定検介II1込11ドに所要'MJI(をi氾入の上検作料

1(),0()()III(チェックリスト料をふくむ)を添えて11I

し込むものとする。

附Mり

この規!ll｣は､ド成l()flil)llllからの肺ｲ･jとする。

顧問名簿

棚111会縦及

ⅧI1ll

11I本,澱作

倣ﾉﾙﾉ亡流

堪路・郎

γlfll,＃犬

､ド松栄一

､|弧『＃災夫

柵水昭

械''1兇

波辺修論

ﾉl､林災彦

秋111冊犬

人脈牧

旅¥公11

1998-1999年度理事・監事名簿
梱
一
梱
一
洲

役職名｜氏名｜役職名｜氏名

理‘・

法制泊地対策

渡辺鵬犬戸111州Iil会艮

琳
一
郷

隣水一ﾉ'2

1'1）l我|'’

古川保夫

三井祥功

副会長

副会長

豐
斬イT

理ﾘ＃ 111端治犬専務理事
政策総務

尾烏裕太郎

竹|刈聡・

波辺ｲj彦

坂件定ﾉlミ

小''1泰我

柵継一洋

賜j助碓弘

Vi･''1ｲ｣菖史

螂
一
岬
一
鋤
一
叫
一
岬
一
岬
一
岬

常務理事

常務理襲

理事｡|帆走

理事･国際

理蛎通信

理事･lM務

理事

岬
一
岬
岬
一
》
｜
》
｜
州
一
州

剛『If 金j卜好鮒野口隆｢f」理事･ｸﾙーｼ゙ﾝｸ゙
安全･海事思想

lllIf文徳

松I戯ii比,Ii

Ilj原恭夫

榛葉克也

服部・良

､l2ff城

』I型

型｣』
雛’11

理事･ルール

理事･会報

理事保険

1緋11［
」I』IpJ■ il1ilIlliM理事・

計測･技術

lIl本岡端

-4－

名誉会員名簿

氏名

倣烏ﾉ劇fi

端fI1､f夫

揃永仏

|え松栄一

波辺修ifi

杉IlI1li災

池''''1，f山

所 属

ミilli丈祁

ヴタ

”

〃〃

ﾉ

束抑支部

l竹ﾉL州足#|；
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(社)日本外洋帆走協会と(財)日本ヨット協会との統合準備委員会の開催状況
NORC側委ll1'i川保夫尾島裕太郎加藤正義高Ⅱ|尚之鈴木保夫児_E蔑平

IYA側委il米沢-11道和昭穂積八洲雄打馬敬ミWIIIIIMI幸柴lll栄郎

(1)全体会議実施状況

討議概典

統合に側する議定書(案)、付怖1噸(案)について逐条審議、統合の必要性、理念検討

IM樅ｲ|ﾐ川I帯り

ド成9ｲ|畠4)1811

1ⅨX)～2(XX）

準1ii

第ll''l

統合に関する覚書(案)、委員公ルール(案)について逐条群砿合意Iz成9年4)~j2311

18:10～1蝿0

備
川２

準
節

統合に|判する覚詳、日本ヨット界統合唯伽委典会協縦連'＃i･方針を押印、今後の委典会の検帥の進め〃について検討、
セーリングフォアオールの理念検i汁

NORC、jYA双方統合に関する過去の参号演料交換、街料内容

について意見交換、NORC，JYAそれぞれ!j礫火施状況脱lﾘl

NORC､JYAそれぞれ会員ﾙﾘ度､艇蔽録制度の災態泓Iﾘ]､NORCは関東支那からの大口ｲﾙ川金(3,140"|II)が伎務免除に
なった旨説明

NORC、jYAそれぞれﾆｱ算、決節の|ﾉ1容、逆川火態I税lﾘI

ド成9年51120I|

1叙X)～2ⅨX）
第1l''l

'2成9ｲ|畠6jllOll

l8iX)～2Ⅸ川
第21111

､'た成9イド711211

1郷)～20IX)
第3111l

|z成9年8)12()II

l&(X)～泳弧）
"4111l

､ド成9年9111811

1猟X)～2(XX）
第51'il

|之成9年lljjl8H

l&L10～凱klO
"61''l

ド成9年1211311

l麗切～211X）
"7111l

ニー

ド成9年121127H

I31X)～l6iX）
"81''1

平成10年1)jMH

l8:30～2(XK）
"91IJI

ド成lOイド2111211

18(X)～2(kl5
"lOl''l

|え成10年3)1511

l83()～
"111''l

(2)分科会(委員双方3人程度、議事録無し)実施状況

討‘磯

会費、艇登録等経理問題

概典i洲M年川’僻 り

ド成9ｲ|27)131111

1Z成9年8116II2

|え成9ｲ|z9jj4H｝

l~1本七一リング連盟(案、JSAF)ド案検I洲

組織構成のあり方

ド成9年12)119114

|z成10ｲf211511戸
，

ド成10年2)123116

～

､F成2年(1990ｲド)"41''|以降開催されていない。顧

問会の適時IM惟を希望するとの意見が述べられ

た。

野本職IM1から、JII騏会、代議員会ほど型式化す

ることは必要ないが、噸間会を活用する方向な

らば、おおむね年21''l穏度開催するものとし、そ

のうち11ﾘlは'j｛業I;|-lll'i、予算立案以前にフリーな

立場で懲兇衣IﾘIがⅢ来るような機会をつくって

もらいたいとの恵見が述べられた。

福永顔|川から、かねてから思っていることとし

て、我々外洋ヨットマンの免状は推進機関の構

造的な内容は雌小限にして､ヨットﾏﾝとして

必要な外洋セーリングを主体にした免状の制度

化を求めるように働きかけることが必要である

との意見が述べられた。

野本顧問から、冊永顧I川発言関連で、ソーラス

条約ではi1噸とヨットは基本的に適用外となっ

ていることが、愈外と磁識されていないと述べ

られた。

次|叫噸IM1会は、NORCとJYAの統合問題につい

て、交渉状況を勘案して早期に顧問の方々から

の意見を聴取することになった。

(今春4）'ごろ）

のfi爪など愈兄を参碁にして砺業を進めたい旨

の挨拶があった。

足'約専務及びllli部会側から、＜たか＞裁判の和

解に至る絲過概要説Iﾘlがあった。とくに昨年末

の蚊､ﾘ艇からの職椛fll解あっせんは、その直前

の野本噸lNjの祉‘;に負うところが大であったこ

とを述べた。

199B年度第1回顧問会に
ついて

噸|川会を久々に|刑催しました。概要はつぎのと

おりです。

l.l-|時､ド成10年2)191_I(11)11:40~14:00

2．場所参i瀧院麹町i磯u宿舎Bl"1会議室

3．出恥荷噸lll1(111[(fl'il)平松栄一塩路一郎

柵水昭野本徽作

(関係者)ノfllljl;!il(公氏)足腸裕太郎(専務)加藤

正義(常務)服部一良

4．縦胆

(1)NORCの現況について

(2)NORCの今後のあり〃について

5.i誰リド

戸Ⅱ|公腱から、N()RCではご出Iﾙｻの方々に顧問

をお願いしておりながら、久しく顧問会を開催

していない。N()RCのⅡｲ政叫建も一応軌道に乗

り、＜たか＞蚊､ﾘも色々とご意見もあったが、

和解により解決した。、!i血は昨年から交渉再開

したNORCとJYAの統合問題や、会員数の増加

策や公益椚動強化群によるNORCの進展策であ

る。NORC発足､'1時から活動された顧問の方々

NORCとJYAとの統合|川題は、尾烏専務からn

本ヨット界統合準llli委乢会の昨年4月からの会議

状況について脱|ﾘ】し、現在は組織・人員構成等

一番雌しい'川迦について討議中である。これが

解決すれば4)1～5月ごろNORCとして統合につ

いてのIII祈の決定をしなければならなくなる旨

の説lﾘlをした。

加藤常務からは本年から関東支部が4支部に発展

分割したこと、1998～1999年度理事予定者は新

任が18f,で3期述統E11､jiは数名しか残っていない

状況にあること嫌をj猟Iﾘjした。

NORCとJYAとの統合|川題は、稲水顧問から

NORC!没立当初の経緯から反対懲見が表明きれ

一方、好本願間からは、｜叶界の大勢や今後のあ

り方から賛成表lﾘlがあった。

平松噸間から、砿|Ⅲ制度は昭和63年発足したが
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新理事紹介(順不同）

執行部と会員諸兄をしっかり結ぶために、即

事各位に「ヨット歴」「NORC歴」「理事とし

ての抱負」「その他、ご自身で必要と思われ

るメッセージ」を300字前後でまとめてくだ

さい、とお願いしたご返事です。未着の方は

次号に回します。

池田栄宏理事（三崎）

会員の皆様はじめまして、今回本部理｣jfに選川

されました池出栄宏(ヒデヒロ)です。理事にな

った理旧としましては、20年来NORCにお世話

になり大変楽しく遊ばせてもらいました。ここ

らで先輩たちに恩返しの意味も含めて微力なが

らお手伝いをさせていただき、次代の人達にバ

トンタッチができればと思います。インショア

レース、オフショアレース、クルージングとす

べて経験してますが、オフショアレースが一番

好きです。最近のオフショアレースの褒退を思

いますと悲しいかぎりです。遊びの多様化、不

況、等々あると思いますが外洋ヨットの原点は

オフショアです。自分達のﾉJで乗り越えた海の

すばらしさを今一度思い出して下さい。また、

ぜひ経験してみて下さい。きっと違った意味海

が見えてくると思います。最後に会員の皆様の

協力、理解なくしてNORCの発腱は望めません

のでよろしくお願いします。

金井寿雄理事（西内海）

ヨット歴：28年日本大学ヨット部昭和50年卒

NORC歴:1980年正会員、1993年より特別会

員、現在に至る

現在のヨット:｢MIMI｣JPN3280FARR44f

本年より西内海支部の理事が3名となりその責

任を感じています。遠い広島ですが理事会には

必ず1名が出席する様にしています。今迄、岩

田支部長1人に負担を掛けていましたが、いく

らかでもサポートできたら、と思っています。

NORCも財政的、JYAとの統合の問題等、難題

山積み状態ですが、自分達が愛するヨットとそ

の仲間達の為、頑張るつもりです。

レースを主体に活動するヨット、クルージング

に楽しみを求めるヨット等、様々なヨットライ

フがあります。安全な運行、マナーの向上等、

NORCの使命は重大です。よろしくお願いしま

す。

坂谷定生理事（東海）

私が初めてﾖｯﾄに乗ったのは､25年程前のこ

とになります。その頃は年中週に1回はセーリ

ングの練習をし、レースがあれば出かけていっ

たことを思い出します。NORCの会員になった

のは1980年で、この頃から東海支部のコミッテ

ィーとしてレース運営の手伝いをするようにな

りました。そうして次第に地元ということもあ

り鳥羽パールレースに拘わるようになり、5年

前から実行委員長として参加される皆さんが楽

しんで頂けるようなレース運営に努力している

ところです。

この度は図らずも理事に選出されましたが、こ

ういった立場は何せ初めての経験ですので、い

ろいろ勉強させて頂きながら重責を全うしたい

と考えておりますので、宜しくお願いいたしま

す。
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岩田行史理事（西内海）
東京にてホテル勤務の後、競艇関係役員雁征

現在(社)広烏県モーターボート競走会会踵その

他各枇団体役貝細壬

ヨット朧:1954年～スナイプ、｜'i作1､リマラ

ン、枇山38等に親しみ1977年～ヤマハ33、ヤ

マハ34ケッチ、ジャヌーllOO，オセアニア440,

現ｲl安芸1011t号ベネトー50

NORCIf:1968年NORC人会、79ｲドNORCJII!'lf，

80年西内海支部腿として現ｲlﾐに至る。1989年ハ

ワイ～広島|Ⅲレース、HIROSIMACUP89-i;

智

仕1Iは海を柵とし、趣味は海を楽として私の人

生の大部分は海に拘わって生きてまいりまし

た。これからも｝kある限り|'りじ道を歩むつもり

です。会貝各位のご意見が允分反映される

NORCになりますよう、微ﾉJながら努ﾉJ致しま

す。

山本高靖理事（東京湾）

1979年入会、長期|Ⅲ無関心会貝をつとめる。

1990年頃より所偶横浜ﾌﾘー ﾄの手伝いを始める。

その後、CRメジャラーとして、i;|-測委只会CR

部会に係わる。常任委員会、9412委員会、関東

支部理邪を経て、1997年末本部理事に立候補。

グランプリレース、インターナショナルレガッ

タとあまり縁の無いところで、活動してきた。

乗っている艇もCRボート(船齢15年!)。トップ

レベルでは無いところの、しかし、亜要な祁分

(NORCの)は何か、これから、どうハンドリン

グすればいいのか、を考えつづけたい。

川端治夫理事(東海）
ヨットを趣味にしてから40年余り、また75年に

NORCに入会して、たまたま会貝薪号年度1群

をいただきました。なにかI刈縁でもあるようで

す。随分長い間、海とヨットを楽しませていた

だいたことと凶縁とで、あまりお役にたたなか

った理事を16年II1も仰せつかり、今l''lもまたお

り|受けしなければならなくなりました。これか

らのNORCは、各支部が自主的に、地域色塑か

に活動しなければならないと思います。活動を

拡大してゆくには支部間の連係も必要となるで

しょう。ハイテクレーサーからブルーウォータ

ー派まで、全IKIで、ll堺で、誰もが楽しめる活

動の基盤が必要です。それには、謂問題を抱え

再建に取I)組む本部にて、理事の役、を果たさ

なければなりません。

白井義博理事（駿河湾）

1970年にメンバー5人で横山22の中占艇を購入

以来28年間、沼津フリート及び駿iIII湾支部で活

動、現在ヤマハの30SⅡ、ル・ソレイユⅢの共

|剛オーナーの代表帝

レース活動では、毎月llll開催される沼津フリ

ートのレースには必ず参加、他パールレースに

クルーとして時々参加等年間12レースほどに乗

艇、

NORC歴:1977年入会、駿i'I湾支部役員、計測

委員2年、安全委員4年、帆走委員8年、総務委

員2年、沼津フリートキヤプテン4年

理事としての抱負:NORCの活動で亜要な事は

フリート活動、支部活動の充実、この事が無く

て会員増、クラブの篠り上がりは期待できない、

本部一支部のパイプ役、としてがんばりたい。
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渡辺行彦理事(東海）
私は1946年生まれの52才です。ヨット歴は、’'1

分の家の近くに海があり、!I!学・尚校生の頃よ

く兄とディンギーに乗りにｲrき、そのII#ヨット

に人変興味を持ちました。そのお陰で大学人学

とl!ﾘI1,卜に､ヨット部に入部して4年llﾘｽﾅｲプ

級に乗り、卒祁と'11時にクルーザー(ルナⅢllt)

にクルーとして乗せてⅢIき、そこで、色々なｸ

ﾙー げー のﾉI囎本を教えてI1Iき､そして､1978年

に|ざ1分の艇(カレラ)を進水させ、熈媒にも79イド

にトランスパークレースに川場｡j'11Iｷとしては、

海外レースの'|､I"Mがあまり無いII#で、色々 な‘〃

で大変苫労がありましたが、今では良い忠い川

となっています。その後もレースを主体とした

ヨット生活を現在も統けています。NORC)If

は、1970年に入会し、はや28年にもなります。

新JII!11の抱負と致しましては、これからより

NORCの内容を班解し、会貝がより楽しく遊べ

る会にして行きたいと思います。

三井祥功理事（近畿北陸）

ﾖｯﾄ歴:1957年尚校ﾖｯﾄ部にて始める

NORCIIf:1960年代に関東支部へ入会(I川本興へ
業に事務所があった頃）

この度IxIらずも剛会焚に任命されましたが、身

に余る光栄で、lqf征の噸大さに心ﾘ|き締まる思

いです。振り返りますと、即郡巾岐古参になっ

てしまい、我ながら年を感じさせられるように

なりました。

抱負:1M政の健全化と、会報「Offshore」の

復活です。幸い今期の予算には1町ﾉﾉとも反映さ

れていますので期待大です。一方、近畿北陸支

部長としましては、支部の活』帷化です。今期か

ら支部にも活性化委員会が編成されたことです

し、この若くてやる気十分のメンバーに大いに

期待しています。

鈴木保夫理事（三崎）

25年前三浦海岸でディンギーを始め、汕噸にて

21ftのクルーザー(紺雲)の共l!1オーナーとなり

ました。74年にNORCの会貝となり、|'1じ汕,航

のVOLANSⅡのクルーとして三宅、八丈、洲

本、沖純レース等に参加、lI1艇による小笠服クヘ

ルージングにも参加しました。海外はチャータ

ーヨットにてカリブ海、カナリア諸島、地中海

をクルージング、東京～グァムレースは

VOLANSIIにて参加しました。

94年関東支部のMｲ．勝111当、96年より本部の理事

となり財務を扣当してきました。この2年|川、

NORCは財政的に非常に厳しい状況にあり､会

貝の皆様に救済基金､寄付金の協力をお願いし、

非常に心fi'fしい思いをしました。しかし、杵様

のご協力の結果、財務状況も好転し、また、タ

カ号･の裁判も決蒋し、ようやく先が兄えてきま

した。今後も完全に財政が再処するまで気を抜

かずいきたいと思います。

服部一良理事(三崎）
ヨット歴：逗f海岸の貸しヨットから始まる。

20代の前半、鈴摺でシーラスを友人と共有。ク

ルーザーも共有で現在3隻目｡レースは、沖繩、

小笠原、ナホトカ室蘭などのロングオフショア

が主。海外は、ハワイのシリーズ、シドニーﾎ

バｰﾄ､JGYRなど｡昨年はl:1艇でｸﾗプﾚｰ

ｽ年|川総合優勝｡

NORC歴:1964年入会。帆走委員会、オフショ



ア編集委員会、JGYR脈訟対策委員会などのス

タッフを務める。

抱負：次代のセーラーを悩ませないインフラの

一本化。前代未聞の蚊､l1劇から学んだ期水を、

公此の財産としてフィードバックする。

メッセージ:j3111:!満になった数々のオーナーは

もちろん一緒に遊んだクルーのために、イ1IIがで

きるか、老いを逆手に真剣に考えｲj勤します。

高田尚之理事（三崎）

NORCにとって、一冊変動の大きい時期に大役

をお引き受けすることとなり、一段の勉強に励

みたいと考えています。

「会員のため」をベースに、歴史的審判にl耐え

られるよう、NORCの舵取りに慎電を10Iしたい

と思います。積極的にご愈見を伺う体iliIを盤え

たい所存です。

ここ数年、関東で会貝のあまりの「勝下さ」を

身にしみて感じ、NORCの将来を危ぶんでいま

す。一部の人々に奉仕を押しつけるのでなく、

会貝自らが「それぞれの分」を為さねばN()RC

は没れてしまいます。

会員のサイドでも、「111噸心」で自分のhをし

～ないよう、是非ご脇ﾉJください。例えば､総
身流会なんて、とんでもないことです。

加藤正義理事（三崎）

縁あって、昨年4jjからNORC本部に勤務して

います。海上保安庁川身で今から40年lil，新婚

111.々 に南極調査船「家谷」で南極に21111ｲ『って

きました。船乗りとしてケープホーンは迎過で

きなかったものの、嵐の海を越えてｲ｣:った南極

はよき思い川です。NORCの一番大変なll,f期は

終わり、新しいl''j川に今立っている感です。こ

のたびの1998年度第31i'IMW会に、全IKIから25

希の新理事が出席されましたが、これは|)MMM以

来のことではないでしょうか。事務Ajは、私と

､”(事務局長代行にアルバイトの女性2籍の4名

で、1lの皿る忙しさです。老骨に鞭打ってがん

ばっております。よろしくお願いします。

渡辺康夫理事（湘l櫛）

新任理事の渡辺康夫です。母親の腹の''1からヨ

ヘソトに乗っていたそうですから、ヨット歴は48

年になります。1966年にNORCに力ll人し、「ど

んがめ」「天城」「衣嫉」で、主としてロングオ

フショァレースとローカルレースに参加して来

ました。NORC餓後のlEl内ロングオフショアレ

ースとなった返還20周年i氾念沖縄レースでは、

グァムレースの後で誰も引受手がいなかったレ

ース委員長を引き受けたためにレースに参加で

きず、ロングレース参力11の最後のチャンスを逃

しました。それ以降、NORC･ロングレースの

迷走が始まったようで、是非、NORCとロング

レースを復活させたいと思っております。長い

｜Ⅲ､NORCで大変楽しく遊ばせてもらいました。

これから、非力ですがお手伝いさせていただき

ます。

竹内聡一理事(東海）
1945年生まれA叱ﾘ双子座QUERIDA

ヨット歴：30数年N()RCI":30年小艇にて、

ローカルレース・クルージン専門

NORCは空気みたいな存在で、普段鉱づかない

けれど、クラブレースもルールやレーティング

使ってるし、メディアにのっかるようなヨット

レースがヨットのili災権を得るのに一役Ⅲって
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くれてるし、安全基準なんかも国際的なノウハ

ウの胤忠にあずかっているって訳ですね。｜'|分

たちで川来る、安全のレベルアップや地域に対

しての海｣l"乱想普及涌動は、｜I頃からやってい

ますんで、組織ぐるみじゃないと出来ない－安

全lf'j上、規制緩和、海事思想などNORCにやっ

てほしい。すでに行われているでしょうからも

っとPRする。

会我がお役に立っていることが分かればうれし

いですから｡NORCメリットI術より、NORCyf

ランティア捕はどうでしょうか。安全で楽しい

ヨットライフのサボートたのむぜ!…じゃなく

て、これからは「努力します｡」ですか。ダイ

ジョウブカイナ？このひと。

市原恭夫監事(三崎）
92年にNORCの特別会員になり、それ以前は会

友艇として、主にクルージングを楽しんでいま

した。97年2月に代議uに選任され、98年2）lに

監'lfに選任されたことにより、代議員を辞任し

ました。ヨットは社会人になってから乗り飴め、

ディンギーからクルーザーに乗り換えて来まし

た。NORCの諸先輩のヨット雁に比べますと、

まだ入り口に立ったところだと思います。趣味

で姉めたヨットで、多くの方と知り合い、ヨッ

トの楽しみ、特にヨットレースのおもしろさ、

恐さ、忠Im等を教えてもらい、大変有意我なll#

11IIを過ごして来たと思います｡

この皮は、経験豊かなi譜先誰のいらっしゃる'|1

で、非才も省みず監聯という役職をおひき受け

する所以のものはもちろん、NORCの向上に萱

したいとの気持ちにほかなりません。会員によ

る公典の為の魅力あるNORCへ皆様が努ﾉJして

ｲrく過職1の一助になれば幸と思っています。争

後とも'‘し<お願い致します。

清田博監事（三崎）

監那となり二つの思いがある。「永い期間

NORCの会員であったな!」一方「レースで楽し

ませてもらった御礼も含めて失墜してしまった

信加の術築に微力を尽そうc」監事として、常

識ある社会人の視点で梁務を遂行し、責任ある

行動を取って行きたい。Iりび、活気あるNORC

になるよう努力し、後拙へ引き継ぎ出来ればと

念じている。新理事のi淵兄はこの危機的な打IM

の為、’'1発的に「乃公川でずんば」の意気込み

で選挙の洗礼も受け渦!|!に飛び込まれたことに

一公貝として感謝すると災に、私自身、側Imか

ら協ﾉJしたい｡1985～1987に関東支部副支部又、

恥lIを勤めたが、力を発抑Ⅲ来ず一期でやめた

i'i'fい絲験がある。以後は代縦員として体蘭改沸

の為に貯言を提するのに＃念してきた｡背から、

地元の汕壺湾の泊地艇の‘"務局として汗を流し

てきた。唯一、ボランティア活動をした「三浦

ちびっこヨットレース」は良い思い出であり、

ささやかな誇りだ。

橋葉克也理事（湘南）

私がNORCと出合ったのは、23年前当時クルー

ザーのIWI:分け的存在であったフルールブルーの

末端のクルーとして準会貝の登録時でありま

す。ディンギーとの述いの下ほどきを受け、ク

ルザーの楽しみを教えられたのがオーナーのj|：

k正作氏でした。それから、しばらくブランク

があった後ニッポンカップを迪して項井正行に

今腱は本格的に、レーシングルールの手ほどき

を受けジャッジの道を歩み初め今日に至ってい
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ます。この2人の“マサ”との迎命的な出合い

がなかったら、NORCでの今の私は無かったと

言えます。ジャッジするに当たり､ﾘらなくなっ

た時は、“堆本原則”に返りなさいと教えられ

ています。常に初心を忘れず、ドlらのスキルア

ップI叉lるとI!ﾘ時に、NORC発展の為尽力をつく

す所存でおります。

尾島裕太郎理事(三崎）
ﾖｼ1､雁:l'!學,i校2年の頃､江ﾉﾙでデｲﾝギｰ

に初めて染る。その後、1967年に初代くはやま

る＞を進水。現在のくはやまる＞は5代円。当時

の八丈烏から始まり、小樽-ナホトカ、室蘭-ナ

ホトカ、シドニー-ホバートなどのオフシオア

ーレースに参加。

NORC歴:1968年入会。妓近では、第6回･第7

回JGYRのレース委員長を努める。1996年､理

事｡1997年､専務JIll事。

抱負：ヨット文化の社会的認知ををめざし、

NORCの環境整備を行う。

古川保夫理事（三崎）

ヨット歴：現在の所有艇く織姫＞は、＜ベガ＞

の時代から数えて6隻目。過去、沖繩を始め、

小笠原、クリッパーカップ、ナホトカ室蘭、ト

ランスパックなどのレースに参加。

NORC歴:1968年年会員資格取得。1990年、理

事。1996年、関東支部長。今期から副会長。抱

負:NORC焦眉の課題は、関係各位の努力によ

って、いくつかが凌げました。残る課題のひと

つは、冠する名に恥じない「外洋帆走」への回

帰です。この5月に、その第一歩として八丈島

ラリーを企l'l'iしています｡ぜひご賛同ください。

山下文徳理事（西内海）

海と共生乗しいヨットライフを満喫しよう1

この度、理覗に推挙され、戸惑いと共に少しは

お役に立てるだろうと考えている脳天気な山下

でございます。

ヨットを飴めて約20年波筋かな瀬戸内海でポチ

ャポチャとクルージングを楽しんでいた私が、

人のおだてに乗って新生「呉フリートキャプﾃﾝ」

として10年間レースの「お手伝い」やら「ぞう

きんがけ」をせっせとこなしご褒美に「副支部

長」のﾉIjili:きを頂き更に本年より「本部理事」

と云う地力の者の私にとっては、幕下力士が関

取に出i1l食したようなもの！と喜んでいる「状況

音痴な奴」といった自己評価をしております。

offshore担当者の方から「理事としての抱負」

をと云われましても、前述のようにNORCが今

直面している稲問題についても理解している訳

ではございませんが強いて挙げれば題記の「海

と共生楽しいヨットライフが満喫できる組織作

り」に楽しんで汗を流そうと思っております。

42年鳥羽の商船学校を出て12年間日本郵船会社

で外国航路に従事世界の海を駆け巡ったプロの

船乗りからのヨット乗りに転職した｢海が好き、

船が好き」人IMです。

第l1lllの済州レースでまたアリランレースや鳥

羽パールのl'l1航で小さいヨットでの恐怖を味わ

いながらも更に海に惹かれて行く私ですのでク

ルージング派の方のお役に立てるはずです。

上手に私をお使い~ドさい。というところで私の

挨拶とさせて]riきます。
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… 専門委員会報告…
199B年全国計測＆技術委員
会議事録要旨

日時：1998年2月14日（土）13:“～21:00

場所；豊岡福祉会館

出席者：計測委員会：大橋且典，沢地繁，高

橋太郎，山本高靖，野崎輝夫，山田裕治，伊

藤静美，斉藤晴雄，中村隆彦，大野健作，春

田隆三，大矢隆，豊田哲郎，栗林裕之，柏元

孝博，飯塚功二，田中龍雄，平岡俊一郎，岡

田真一，田村治久，増金道治，古谷光正，青

野忠純，岡山寿，矢嶋滋

技術委員会：林賢之輔，今北文夫，東島和幸，

角晴彦，増山豊，（大橋，沢地，高橋中村，

矢嶋は計測と重複）

オブザーバー：戸田邦司，大儀見薫，周東英

卿，尾島裕太郎，高田尚之，

議事

1.会長あいさつ

戸111会長より、財政再建に垂!､!､(を|跣いてきたが、

多少めどがついてきたで、今後は査雌、特に技術

的な資雌を維持／活用していくことが協会の方針

となっていくであろうとの見迪しとそのための協

ﾉJ要諭の話しがあった。また、ヨット協会とは、

ナショナルオーソリティは一つであるべきとの認

識の一致を見ているので、その点でも協力を要請

したいとの話しがあった。

2.人事報告

大橘i;l測委貝踵より、理IJ改選にあたり、戸、会

長に前|測と技術の担当理事になっていただく旨の

要請をしており、また、l[I本委1lが新しく理事に

なられるので、計測の担当理躯になっていただく

旨を要諭をしており、来週のHI1'1f公で決定予定で

ある旨の報皆があった。

計測委員会名簿（配布資料）について、碓認を行

い、次の報告と訂正をすることになった。

セイルメジャラー部会の部会長が変わり野崎輝夫

氏が就任、副部会長として山111裕論氏が就任し、

本部論MI委員会委員となった。

関東支部が4支部に分割され、各支那のiil･測委員

長は次の4名が就任したので、括紳に追加する。

東京湾支部：斉藤晴雄，三崎支部：鈴木利夫，三

浦支那:i'1ロ秀夫，湘南支部：大i'1li嚇之

常磐支部が、大洗支部といわき支部に分割された

のにともない、大洗支部の委員良に金-ja友好委員，

委員に青野忠純委員，いわき支部の委員長に岡II1

寿委jiがそれぞれ就任したので、訂ilfする。

近総l上陸支部の委員長が川巾服一郎委典になった

のでi弧|ﾐする。

技術委貝会名簿（配布資料）について、確認を行

い、林技術委員長より増111豐氏に対して正式な委

員就任依頼をしなければならないことと、伊佐馬

克委員に確認をしなければならないHの搬告があ

つた。

尚橘太郎委貝より、今年のORC会淡には川席でき

ないII｣.能|ﾐがる旨の話しがあI)、検討した結果、

今から派過委員を決めるのではなく、英語のでき

る人を候袖荷として対応していくことでl'jl意し

た。

3.計測委員会事業報告

大怖,il-測委貝農より計測委貝会の97年!"災報告と

98年'ji*,il･l'l'i(配布資料）に雌づいて脱Iﾘjがあっ

た。

IMSの成絞算川用艇データ(ENCファイル）料と

して、昨年は関東支部から20万IIj,東海支部と内

海支部から各々 10万円の計40ﾉji'lは納入されたが、

今年もl'il様で良いかとの火橘,il測委u良の質問に

対して、4つの支部に分荊されたIKI束の扱いにつ

いて検紬した。20万円を4つの文部で均等に5万円

づつというのでは、4つの支部|川で艇数が速い、

また、内海や東海支部との艇数とのバランスもあ

るので、！認められないとの迩兄があI)、4つの支

部介!il･で207jl'l以上を、金額は支部|川で刑しあっ

て検討してもらうことになった。

Eメイルについて、大橋商|測委乢瞠よI)、杭極的

に椚川し、委員会の報告や検誹!W(などをかなり

広範lﾉHにNMjしているが問題はないかとの問いに

対し、ll頃委員会に出席できなくても委員会の流

れが解るので、続けて欲しいとの葱兄が多く、特

に|小|るという委貝はいなかったので、継統するこ

ととなった。これを受けて、現ｲEメイルを行っ

ていない委貝も入って欲しい胃の要!ilIjが大橘計測

委貝腿よりあった。

4.技術委員会事業報告

林技術姿Li長より、平成9年$j喋服;!fと10年事業

r;111i(WMj涜料）に基づいて魂Iﾘ｣があった。

5.オフショア技術センターについて

林技術委典踵より、協会として行わなければなら

ない邪で、ボランティアで実行できる範鴫を越え

てしまう籾について、センターは協会から報酬を

符て堆務をリ|き受ける外部的組織であり、メンバ

ー的には技術委員会メンバーとIIi襖することが多

いⅡJ能性があり、費川の川所としては11本11ｲ団の

袖助$錐がどえられるとの説lﾘlがあった。

1fJ;#!"務恥jfより、本来は会費の卜|!で予算を組む

べきものと思われるが、底辺の拡大ができるまで

は、11本財川の補助事業として行うﾉj向にあり、

また、スポンサーを付けることにもトライするつ

もりである胃の砧しがあった。

センターの内容について判然としないとの意兇に

対して、次のような具体例が考えられるとの説明

があった。

各郁ルールの翻訳作業

標準化協会（例：舟艇用語委貝会やISO)への委
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典派過と技術資料作成

6.標準化協会報告

||本船舶標準化協会の会談に川)砧の角委員より、

配付涜料（平成9年度マリンレジャー川

舟艇部会船体一般専門分科会の縦迦）に基づき報

告があった。

7.タフルハンド1999について

林技術姿11踵より、ノーティスが光成したこと、

その''1でスベシャルレギュレーションは0を採用

して削除肌llを設けること、クラス分けの計算方

法を変災したこと、の報告があった。

8.ジヤバンカッブ1997報告

インスペクション委員踵を勤めた飯塚委員より、

配ｲI演料（ジヤパンカツプ97インスペクション委

此会鵬!fIIF)に基づきインスペクションとシリー

ズ!＃川!'1の覗項について説'ﾘlがあり、補足として一
雄が雌終的決定権をもつのかをはっきりさせおく

必典があるとの話しがあった。例として、インス

ペクションについては、インスペクション委員長

か，チーフメジャラーか，レース委典踵か，ジュ

リ､一か，など。

9.ジヤバンカッブ1998計画

醐川委典より、東海支部が扣､'1し、次の予定であ

る時の撒告があり、インスペクションについての

協力要硝があった。

10.各支部の報告

來海支部大矢委員長の報侍:年lll19レースで川場

の火､卜がCR,IMSは5隻位であった。CRは3年間

で鮒隻発行。

内海支部柏元委員長の報挫剴MSは多いときで30

隻川場、CR保有艇は約1甜隻。

l咀内海II1村委員長の報告:配布資料(1(WR全匡一

巡絡会,瀧資料,1"8全同荷hⅢ委典会資料西内海支

部現況）に』座づいて報告。

近畿北峠支部栗林委員の報告:琵琶湖でのフェス

ティバルやシリーズレースの他、塒狭湾や敦賀で

もレースがある。CRが基本で、所有艇は123隻。

支部所属のIMS艇は、他の支部海域でレースに参

加している。

'附辨文部（人洗，いわき)IIr野委jlの州併:40マ

イルのレースがあり12年Uである。他に大洗と小

名浜でボイントレースを行っている｡CRは大洗で

40盤,小名浜で釦隻｡銚子に来年4"にﾏﾘｰﾅが

完成予定である。

|則来文部（来京湾，三崎，三illi,illIIW)大野委

Uの柵'鰯年間で2(乃隻のCR取得。レースの無線を

1KIMWHFにしたためか、97年の新規取得は少なか

った。

110.CRルール改正について

今年は3年ごとの更新の年にあたり、ルール改正

について沢地委員より配布資料(1998年版NORC

クルーザーレーティング案,NORCCruiserRating'



98変災部分案,NORCCR%サンプル出ﾉJ)に蜂

づいて洲I『があった。補足として、艇の性能をレ

ーティングに反映させるために計算式をｲ引伽的に

変虹し、IMSに近いものとなった旨の説Iﾘjがあっ

た。

斉藤姿llより、配洲j資料のCR(クルーザーレーテ

ィング)frlll1次を作成中である旨の報告があった。

12.インターネットについて

沢地委此より、NORCホームベージの説明があっ

た。また、配布資料のNORC会員ページのIDが小

文'↑旨のmemberである旨の訂正があった。

矢I鴫委貝より、！;|測委貝会のページに、IMSI;|測

関係一般配付街料リスト（配付資料）の!''の各

椰案lﾉ1か褐i1mされており、改正があった場合には

逐次更新するf定であると報告があった。

&.ORC報告
年ll)1の会議に出j常した尚橋委員より、配布黄

料(ORC"'i(NORC版))に基づいて報

告があった。

14.ルールブックの翻訳について

ルール変災部分の和作成はやっていくべきとの愈

兄でII1葱し、ノ,tlき次第、分担して行うことになっ

た。また、}ll当背はlii回と同じとする。

IMSルール:人怖汁測委員長,n/ISレギュレーショ

ンズ:,1'i橘委貝，皿Sガイド：沢地委員

ISAFEqLmpmentRulesについては､必要な人は限

られており（主にセイルメジャラー）

、またヨット協会との兼ね合いもあるので、とり

あえず兇合わせることで同意した。

15.IMS証書98年版について

矢I&姿llより、配布資料(IMS98年プログラムテ

ヘトラン）は、98年版と97年版のコピーで、タイ

、アローワンスの変化が艇により異なることと、

祀り･のMXSLとMXSMWがそれぞれMSLと

MSMWに変史された旨の説明があった。

16.RMPについて

NORC版は新CRには対応しているが、ORCクラブ

レーティングには対応していない旨の報告が、沢

地委員よりあった。また、ORCのRMSもORCクラ

ブにはまだ対応していない旨の補足説lﾘ1があっ

た。

17.ORCセイルメジヤラー部会報告

llflll,fセイルメジャラー部会長より、ORCセイルメ

シヤラー規定が制定され、今年になり4回の術謝

会を|)H催した胃の報告が、配布資料(ORCセイル

メジヤラー制度に関する規定,ORCセイルメジヤ

ラー名簿1998)とともにあった。また、現在、識

習を受けていない荷は3名で、規定どおりに失効

とするが、その扱い（アフターケアー）をどの穐

度すべきかについて、判断が難しいとの話しであ

った。また、iilⅧ方法や解釈の統一のために、セ
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イルメジャメントマニュアルを作成し、‘撒習会で

使川している旨の報告があった。

18.会議開催方法

CRの検討課題などが増火して、公繊時|川が不足す

る伽向があるため、全伍|会談附催方法について検

,ij.した。会議の内容からORC(BIS)関係CR関

係，全体会議と分けて開催することに多倣のl'1意

を得たが、開催日が別々では遠ﾉjのⅡ怖荷の負柧

が多いので困るとの意見が多かった。また、I!1時

開催は、いづれの会議にも出席しなければならな

い委員がいることから、無理であるとの結論に達

した。以上を踏まえて、次IIj1(来年）は'旧ji'11に

ORC関係，午後に全国会議(CR関係含む）で|刑

樅する予定で同意した。

19.ORCメジヤラー部会と制度について

CR部会とセイルメシャラー部会があるように

ORCメジャラー部会を設けることについて討縦を

ｲjった。委員会組織の細分化は良いとの怠兄があ

ったが、検討時間不足のために今後の検討課題と

し、ORCメジャラー制度の検討とともに、6月611

(Et)13:()Oより名古屋にてORCメジャラー会砿を

i)M催して検討することとなった。

20.ORCメジャラー実績報告

IMSの!;|測貝別の実績報告の一党(1997ｲドI;|測貝

別i;|測実績報告）が配術された。

210｡ORCメジャラー名簿

大橋計測委員長より、豊川委員が花川ORCメジャ

ラーのもと約2年のアシスタントを行って経験を

祇み、イビ川メジャラーからの推騰状（配布資料）

とメジャラー申請レポート（配布涜料）が提出さ

れたので、メジャラーとして忍定したい片のl1lし

川があり、一同同意した。よって、NMj黄料の

ORCメジャラー名簿に豊川委貝を力llえることにな

った。また、斉藤委員が人橘委員良のもとアシス

タントとして約1年の経験を獄み、来年のメジャ

ラー認定を考慮中との報告があった。

22.IMS計測証書発行実績

矢嶋委員より、配付資料(1M)7年計測証il発行関

係実絞報告）に基づき、NORCレーティングオフ

ィスでの証書発行数と協会からORCへのレビイ支

払いの報告があった。

23.IMS計測実務について

矢嶋委員より、IMS計測関係一般配布浅科リス

ト（配布資料）にオーナーなどからの|川い合わせ

に対する配布用の各種案内が添付されている旨の

説Iﾘlがあり、改正すべき事項などがあれば教えて

欲しいむねの依頼があった。

fkil1Iについては、ルール本がまだ服いていないが、

ORC議事録から、PLMの岐小値が2000.0mmにな

ったのでマノメータの改造が必要なことと最大PD

仙の計算式が変わったことの注愈が、矢I鴫委員よ

-9-

りあった。

24｡ORCクラフレーティングについて

＠大橋計測委興踵からの報告

･1998年l〃デュッセルドルフORCシンポジウム

出啼報告

･ORC「クラブ」レーティングについて、現在ま

でにiﾘ]らかになっている査料の紹介と解説

・各匠lの取り組み状況

・先日開催されたCR会議では、「この件に関して

は2年3年の蓑いスパンでとらえ、真近の行動につ

いては、まず資料と情報の収集に努めるべきだ」

という空気が支配的であった

・同CR会議後に到着した、各国語によるORC

｢クラブ」宣伝パンフレットに関しての原稿要請

状の紹介とその政策的聴要性

･ORC「クラブ」レーティング算出プログラムは

2月に完成する

@CR会談の空気を支持する懲見が多数

.それに加えて、一般会員への資料と情報の公開

を求める意見多数

・資料と情蠅の公|｝M、特にその和訳作業には、調

査費用が必要

.{|怖理11から「予算措世については積極的に考

慮する」との恵兇あI)

@ORC「クラブ」のiil洲データ収集法（特に、111

告データ，統計データ）に対する不信感

、不安感、の怠兄が多数

・筒|測データのオーナーIII街というシステムは11

本にはなじまないのではないか

・増ll1委員：現在のCR!汁測データのほうが上記

ORC「クラブ」(II1告，統制-)データより質が高

いので、これをORC「クラブ」でも利用する方法

を考慮すべきである

@ORC「クラブ」については、技術的，事務的な

検討とl'1時に（あるいは、これに先立ち）政策的

な検討が必須である

。特に、前川のORC「クラブ」宣伝パンフレット

の原稿提出には、これに先立つ政策的決定が早急

に必要である

・尾島理事：この2点について政策関係の理事

会・委員会で検討し決定を計る

以上をもって21時会議は|M1会した



199B年版NORC
クルーザーレーティング
本部計測委員会クルーザーレーティング部会

1.目的

NORCｸﾙｰげｰﾚｰﾃｲﾝグﾙｰﾙのll的

は、多くのヨットが気軽にレースを楽しむこと

にある。

参加者は、レースコミッテイーを侶蝋して応援

し、レースコミッテイーはできるだけ多くのヨ

ットにレースを楽しんでもらうために、大),j的

な視野に立ってシステムの逆用を計ってほし

1，

V。○

2｡CR95→CR98(Vel6→7)の主な変更点

CR95でカバーできない、フリーとクローズで

性能差の著しい艇や、IMSデータとの逆転問題

などを改善し、より多くの艇により公平なハン

デキャップを付与する為、IMS艇のデーターシ

ュミレーションをｲ丁った結果、98年版にて大l附

なルール変更を行う。

尚、98年版は1997年11月30日に開雌された,;I測

委員会CR部門全国連絡会議にて採用された。

(1)レーティング、セールエリアを風域、UP

WIND、DOWNWIND別に細分化。

(2)各秘ファクターの見直し

a.MF(マテリアル・ファクタ-)

カーボンマストのファクター催減、カー

ボンラダー／シャフトのファクター廃止､およ

びカーボンハルのファクター変災

b.RF(リグ・ファクター）の細分化

ランナー付きフラクショナル・リグおよ

びスクーナーのRFを迫力|1°

C．（テン無しメインセールに対しての救済

（リーチ・ローチ分のセールエリア補jli)

d.3翼ソリッドペラのファクター変災

e.AF(船齢ファクター）の変災

f.WF(ウエイト・ファクター／ウェット

ガースファクター）を廃l1えし、DC(ドラフト

コレクション)、FC(フリーボードコレクシ

ョン）を採川

(3)基本式の（2/3×G×G/W)の代わりに浸水

而積の代表価(L/W)を採用

(4)クラス分けなどのI-I的でGTA(ゼネラル

パーパスタイムアローワンス）を採川

3.運用基準

(1)本ルールは、NORC本部計測委貝会クルー

ザーレーティング部会が統轄し、各支那又は支

部間統括CR委員会が管理する。

(2)計測証舎は、各支部が任命した計測貝が計

測したデータに基づいて各支部より禿ｲ丁され、

各支部又は支部間統括CR委員会の貰任群が署

名して有効となる。

(3)計測証言の有効期限は2001年2月末までと

し、以後3年毎の2H末までを定期更新期限

とする。有効期限の過ぎた証普を持つ艇は、各

支部で定められた証苦更新手続きをすることに

より新しい証書の発行を受けることができる。

(4)各支部計測委員会クルーザーレーティング

呼褥SHORE7998年No.256号

部会、又は支部|Ⅲ統折CR愛U公は、レーティ

ングの仙について疑|川がある場合には、ilji;l･洲

および,illiI1}:のII}発行をｲ｣:うことができる。

(5)!;|･川風は、！;|-測にあたり本部!il･測委1l会ク

ルーザーレーティング部会において決定された

スタンダードデータをもちいることができる。

,il-illIに際してスタンダードデータを採川するか

行かは、1il測瓜の､l1断によるものとする。

(6)各支部荷|･測委瓜会クルーザーレーティング

部会又は支部|Ⅲ統招CR委乢会の此任荷･は、過

l[なﾚｰﾃｨﾝグをIj･えられないと!認めた艇枕

に対し適IKなHSC(HighSpeedCorrection)を

与えて祉I1}:を苑ｲjすることができる。この吻合、

HSCの項IIで祉!II:に!氾紋する。

(7)レース委u公は鮒l瓜の||的を災現するた

め、下記の場合に各支部i;|測委貝会クルーザー

レーティング部会又は支部間統播CR委乢会と

協ﾉJして、レース参加艇に対して適､'1なHSC

をI渋､I1レースのみjj.えることができる。

a地域の気象の特性やチ鯉されるレース状況

によって､Iﾘlらかに公平とは認められない場合。

b参加艇の特性（改造、ルール対雌を含む）

がIﾘlらかに第(6)瓜のHSC適川艇祁とl'1様に

HSCが必要と魁められる場合。

なお、CR98ではHSCはTAに対するパーセ

ンテージで衣示され、かつ証il『上ではTAに反

映されていないので、レース成紙算川II＃必ず

HSCを算入する。(HSCを付Jj･した場合）又、

CR95で付いていたHSCは希て雌効となり、

CR98ではノアのところHSCが必要な艇繩は見つ

かっていない。

4.レーティング算出式変更分

(1)堆本式

R=(L-

1.8*(L*W)八0.5+RF*S八0.5+DC+FC)*PF*MF*AF

RU=(L-

1.8"(L*W)AO.5+RF｡SU八0.5+DC+FC)"PF*MF*A

F

RD=(L-

1.8*(L*W)A0.5+RF噸SD八0.5+I)C+FC)*PF*MF*A

F

(2)セールエリア

・ヘッドセールエリア

SAF=0.5"JL*(LPG+FSP)

SAFU=AIIN(0.5*1｡J,0.75*SAF)

・スピンエリァ

SSPA=0.6｡SL･0.5*(SMW+1.8*SPL)

ASPA=0.6*ASL*0.5*(ASMW+1.8｡JS)

SPA

=MAX(SAF,SSPA+0.2*ASPA,ASPA+0.2*SSP

A)

・メインセール

バテン無しのメインセールの場合：

EC=0.85*E

・トータルセールエリア

S=SAM+SAF+SAZ

SU=SAM+SAFI_7+SAZ

SD=SAM+SPA+SAZ

(3)ドラフト
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・ベースドラフト

DB=0.279*L*(1-0.015*L)

・キール深さ

D=0.5*(GMAXA2-BMAX八2)A0.5-

FBM

・ドラフトコレクション

D<=DBの場合：

DC=0.07*L*(D/DB-1)

D>DBの場合：

DC=2*0.07*L"(D/DB-l)

(4)フリーボード

・ベースフリーボード

FB=0.0385*LOA+0.578

・フリーボードコレクション

FC=2*(FB-FBM)

(5)リグファクター

マストヘッドスループ：RF＝1.00

ランナー無しフラクショナルスループ：

RF＝1.00

ランナー付きうラクショナルスループ：

RF=1.01

ヨール:RF=0.95

ケッチ：RF＝0.90

スクーナー:RF=0.90

(6)プロペラファクター

3翼ソリッドペラ:F=0.92

(7)エーシファクタ一

AF=1-0.005*(1989-AFD)

AFDが、1988年以前の艇に適用、それ以外

の艇はAF=1とする。ただし、AFは、0.900以

上とする。

AFD:SDYとMHDの内、遅い方の年とする。

シリーズデートの定義

SDY:艇祁柾のシリーズデート。｜司型艇で一番

早く進水した艇の進水年月。

|'11M艇とは、メーカーまたは造船所の標準

モデルから、ハル・キールに変更が無い艇とす

フ

eo

・艇の改造

MHD:改造デート。へ

メーカーまたは造船所の標準モデルから、

ハル・キールに変更が有った場合、明らかに改

造||が特定できる場合を除き改造後の初匝l計測

年"｡

(8)マテリアルファクタ－

MF＝MFS*MFH

・スパー（ただしｽﾋ゚ ﾝﾎ゚ ﾙーを除く）

カーボン:MFS=1.023

その他:MFS=1.000

・ノ、ル

カーボン:MFII=1.020

その他MFH＝1.000

・ラダー／ラダーシャフト

廃止

(9)タイムアローワンス

･OceanRacing

風速5m/s未満：

TA1=0.3*1995/RA0.37+0.7*0.94｡1775/RDA0.37

風速5m/s～9m/s：
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TA2=0.2｡1595/RUA0.39+0.8"0.94｡1155/RD八0.35

風速9m/s超：

B)+TA2(RB)+TA3(RB))/6

･TMF

TMF=600/GTA

(3)PLSのスタンダード・スクラッチボートの

TA(OR，RBとも共通）

TAl:TAS=510

TA2:TAS=330

TA3:TAS=258

rA3=0.05｡1720/RU八0.45+0.95*0.94｡995/RDA0.3

1

･RoundBuov

風速5m/s未満：

5．レース結果の計算：

(1)タイム・オン･ディスタンス(TAの場合）

率クルーザーレーテイングの更新手続方法およ

び新規計測II1込み手続方法はNORC各支部毎に

異なりますので、各支部事務局へ問い合わせし

てください。

＊側火水域の場合、手続方法、申込書がFAXサ

ービス(注)に入っておりますので、その手順で

お願いいたします

（注)FAXNo.03-3452-8377

BOX・No..…0005(案内）

B()X.No....、0007(III込普）

CT修正時間（小数点第1位をlノリ

拾流入し、秒単位で表す｡）

ET所要時間

TAタイムアローヮンス

DIST距離(nauticalmile)

修正時間CTが小さい（マイナス価となること

もある）艇を上位とする。

ﾚｰｽｺﾐｯティーは、使用するｺｰｽタイ

プを知らせる。

(2)タイム・オン・タイム(TMFの場介）

TAl=0.6｡1995/R八0.37+0.4*1775/RDA0.37

風速5m/s～9m/s:

TA2=0.6｡1595/RU八0.39+0.4｡1155/RD八().35

風速9m/s超：

TA3=0.6*1720/RU八().45+0.4｡995/RD八0.34

･GTA(GeneralPurposeTimeAll()wance)

GTA=(TAl(OR)+TA2(OR)+TA3(OR)+TAl(R

管支部翁知らせ:::::::::::::::::::::::::::::::::：声ﾞ．●．。．●．。。。。．。。。．・・・。．。。。．。。．。｡。
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関東水域FAXサービス 199B年勵目模湾水域レース鋤ﾛ資格一覧表

音声のガイドに従い､ゆっくり操作してl､.さい。

(長々 時間お話中の時は、044-244-2944までご一

報ください）

会
友
艇
の
出
場

計
測
証
書
の
有
無

Ｏ
Ｒ
Ｃ
特
別
規
定
検
査

レ
ー
ス
艇
登
録
（
支
部
へ
）

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
艇
登
録

備考

○必要又は参加可能

×必要無し又は参加不可

△参加クラスによっては必要無

会務関係:03-3452-8355総合メニューBOXf

号llll

IMS･無線情報は8355です。

レース関係:03-3452-8377総合メニューBOX

番号000O

CR･特別規定検査は8377です。 日程 レース名

新春レース1厘 ○ ○ ○× ×経費の更なる削減のため、ハローダイヤルとの

契約は4113011までです。

044-244-8600のハローダイヤル，サービスは5〃

からなくなります。

おわかりにならないことは、11l1接、所閥の支部

へ弓問い合わせ下さい。

粟1.”_ｸ8-ｸ9 逗子IMSレガッタ ○ ○△ ○ ○ ○△

初島卯月レース(KSC1戦）4郷 ○ r，
ーノ ○ ○×

湘南ゴールデンウィークレガッタ4姪6 ○ ○× × ×

ミドルホ．－卜選手権粟.3.4.5 ○ ○ ○
／‐

(_ノ○
ll_l関東支部の「1997年決算」は、朧11fの監企を

へて、去る、2月141~lの本祁代議u会のおり、

報告、了承を得ました。70万程皮の,'｣､(字で、新

支部準備金として新支祁に配布しました｡なお、

全代議員あて､決算書il『類を発送すみですので、

会員におかれましては、'IA(検のほど、お願いい

たします。

また、書類お手元に必要な方は、4月末l-Iまで

に所属する新支部覗務所までおIIIし出くださ

い。お送りします。(III関東支部会計担当理サド

山本高靖）

大島レース(KSC2戦）5厘324 ○ ○ ○
行、

Lノ×

油壺一伊東レース恥.7 ○ ○ ○△× ×

ダフルハンドレース唾8 ○ ○ ○△× ×

初島レース(KSC3戦）加 ○ ○ ○ ○×

相模湾オーブンレース池 0 ○ ○ ○△× ×

ウッディヨットレース ○ ○ ○△× ×〃

鳥羽レース刀18.19.20 ○ ○ ○ ○ ○

関東水域連絡会議はじまる

新支部が4つでスタートしたことから、レース、

情報の交換、共通事項の連絡などのために、

｢連絡会談」を没けています。辨務連絡会議、

無線関係迎絡会議、レース連絡会1識など、必繋

に応じて開かれています。

また、各新事務刑のflu1する会貝数も500名前

後となり、会員へのサービスは厚くなったとの

声をいただいています。

会員は、出来るだけ、FAX･ハガキをご利川

いただき、事務方の勤務に差し支えなきよう、

ご配噸をお願いします。

トウキョウスカップⅣ1.2 ○ ○△ ○ ○ ○△

三崎支部オーブンレースMO ○ ○ ○× ×

副未定 御蔵島レース(KSC4戦） ○ ○ ○ ○×

関東選手権兼(KSC5,6戦）1“､4.10.11 ○ ○ ○ ○×

○1017.18 ○
／、

Lノ
戸

、 _×〃

小網代カップ(KSC7戦）11〃､8 ○ ○ ○
〆､

し×

逗子マリーナカッブ11厘2 ○ ○ ○△× ×

爵レース毎に参加資格変更があり得ますので、必ず実施要項にて確認して下さい

－11－



支部事務所・連絡先など一覧

TEL

FAX

MAⅡ

専用FAXサービス

事務所

東戚湾支部

033(B24)528

03記333鱒8

TOBITOKYOcmslLcom

l30似)郡

堀川区l'l'jIXI3ZI

内藤悦夫方

OFFSHORE7998年No.256号

ミ崎支那

(M4-Zl4-29M

(腓1-2331(』記

v()liulsnobuCa()LC()m

(陽3452-郷551ﾉ1

21(XX)23

川崎IIj川lllifⅨ小川l11｣.821

IMIIII":|･内

汕支部

010779102i

04ふ97:歩9:避4

227-(X)17

枇浜'lj,'j葉Ⅸみたけ台21=l

ｨi光典ｲllノ』

洲|櫛支部

(M(g535267

似(港展歩72副）

kellsakuCcityjiljisawakanaglwajp

α1略535271

238(X)32

枇釧側'lj,'た作82-3

大野他作ﾉﾉ

フリ-}(NORC) T-業フリート、来京フリート、

東京中央フリート、横浜フリー

ト、浦賀フリート。

汕血〃(急フリート、i淵磯フリー

ト、汕',l'lfフリート

シーボニアフリート、小網代フ

リー1､、〃,ﾐ脇フリート

"111フリート、逗-fフリート、

江ノバルフリート、熱抑･ｲﾙ束フ

リート、Flllフリート

水域 千葉県側の東京湾1~Iから剣111節ま

での水域。

剣崎から網代崎までの水域 網代IIIiから伽的まで *111からlflllまでの水域

マリーナ等 横浜ベイサイドマリーナ

ヴェラシス等

小坪マリーナ柵

支部の選択 <特別会員>は、艇が係制されている場ﾉﾘiによI)所偶支部が''1動的に決められます。

<正会員>は、所属する_虻祁をlillllに決められます。よく来る艇がある場所の支部に)ﾘ『偶するのがｲ'1かと便利
一

関東4支部間の移動 <特別会員>は、艇の係制場}ﾘiが変わらない場合、支部の移動はできません

く正会員>は、ご『1分の都合により、征年4jlllllから1011311｣までの|IIIなら、関東水域|＃jの支部移動はⅡ｢能です

新入会時振り込み口座

その他、一切の振込み口座

住友銀行両IxI支店

(普)21"21

口座名:NORC東京湾支部

宋派銀行大ﾅ|:1l1]支),ii

(普)l偏蒟72

11蛎名NORC畠崎支部

(|攻銀行ll『柴台幻,ii

(1f)733(Xi8

ll雁湘NORC=ili政部

第・勧梁銀ｲ』衣笠支店

(W)1888353

11座瑞NORC湘I櫛支部

水域無＃

関東水域の無線について、4支部と迪信委員会

とが話し合い、本年は、暫定的に、関東支部時

代の延長で運用し、追々、全体像を考えること

となった。また、本部でも無線に関する検討プ

ロジェクトチームが発足する見通しとなった。

第2回関東水域4支部通信委員会連絡会議謡11

録（抜粋)1998年2月24FI

本年は従来の関東支部の引き継ぎとしてlil'j局の

固定費を4支部にて分担することとするが、そ

れぞれの意見を反映させた結果、以ドの通りと

確認する。なお本業は、各支部に持ち蹄り了解

を求める。

l)本案の経費負担については、ほとんどが固定

費でありこれ以kの縮小はできない。一部本祁

負担として98年度予算には盛り込み済み。

2)経費は当座97年度実績の引継とし、各支部負

担部分を今後出来るだけ軽減する策を考臘実

行する。

3)各支部への負担割合はいろいろ碁えられる

が、処理の複雑さを勘案し、支部所属構成脚の

人数比で案分することとする。

4)必要経費の帷減案（原資を他に求める）は別

途検討。会員登録、艇登録規定の改訂.に準じた

海岸局加人利川料の改訂などが考えられる。

5)両局経費案を別掲項｢|のとおりとし遠隔操作

|可線費用は除く。

6)みやけ局遠隔操作Iml級街用は、利川ll#点での

負担とし、例えば操作貝の現地派jji，期IIIj限疋

のlul線利川、レース獅にて支弁等で対応する。

7)IIIj)Ijの逆‘獣については、4支部の持ちl''lり､'i

番とする。この順番・期|&j･〃法群については

委員会にて別途協,龍する。法定点検（だ期検從

等）は、次瓜の委貝が参加実施する。

8)i'ij局の管理・操作要1lとして、各支那ｲj-涜格
荷2名以kの選任従'"櫛を奄録する。進（解）

任ﾉWIは本部辿ｲIi委貝会で手配する。

9)1'1'j)Ijの述川は、‘岻波法に準拠しn"(の要貝が

行う。従ってレース聯イベントでの熈線)!j利川

は、推符支部机､'iが允分な余裕を持ってアサイ

ン願う。

10)力ll入祉|ﾘj謀発行III術は、各支那で手数料受

飢と共に受付をｲ丁う。発行は本部へ依柧する。

つまり「発行11帖科振込（祉Iﾘl)i#}:」と「発ｲ｣:

IIII;i'i書」を支部師にFAXで受け付ける〃式と

し、このため新たなFAX取り川し涜料を唯1＃i

する。

ll)簡易無線のfffIMは、II諭な利川の維持、イ||

桃湾に集'|Iする利川などから､11lili三柵支那で袖；

即、岱川はリクケストに応じる。

12)関係惰服伝達については、従来の

OFFSHORE、Webも利川するが、1ﾙ(則支部述

絡網（郵便等）を活川する。迎ｲI身委11間の'i,'ifli

伝達は、岱川・労ﾉJ負}I!!僻減のため屯fメール

（インターネット、PC通ｲ!i)、FAXとする。'l,'i

搬蛎川の川からは1:uj-メールが望ましい。

13)斬体制での逆‘牌は、411111とする。

-12－

三崎支部より

オフショア回帰のアピール

はや桜の花排が||々膨らむ季節に入り、各位に

おかれては、すでに愛艇の幣術万端に終い、ご

活雌のことと思います。

さて、われらのセーリングシーンを振り返ると、

インショアレースの興隆に対比して、オフショ

アレースは典退の・途にあります。かつて、

様々なドラマとともに、次代への確実なメッセ

ージを残した、沖繩、小笠脈、グァムの各レー

スはもちろんのこと、八丈烏も、三七烏も絶え

て､すでに久しい年jlが過ぎました｡他のﾜﾝ

オーバーﾅｲﾄに過ぎない脇周りﾚー ｽも工宍‘
トリー数の消しい減少に兄鮮われています。

JII!lllは、様々 に考・えられますが、海で遊ぶ選択

肢を改めて拡げる怠味で、ここにオーシャンゴ

ーイングの鵬醐味の復権を、アピールする所ｲF

です。したがいまして、岐初の拭みとして、下

!拙の案を企l'l'iしました。

仮称：八丈ノルセーリングラリー

llll,｝:5)1211から511

第1レース:21112:00小網代浮標ｲJ近をスタ

ート、フィニッシュ八丈脇神湊港i'l1

人宴会:311ik

注：杵艇の協縦によって1，,}りのレグを第2レー

スにする場合は、41112:00八文ﾉｲﾙｲ1I1湊港沖を

スタート．小網代浮標付近でフィニッシュ

''1宴会:511ikABYCクラブハウス

レーティング:IMSとCRを統合した独rlの術

助仙を,没定

概典は以上です。多数の方のご儲l'1が得られ

れば、年に2111lほど、セーリングラリーを!没定、

MIi雛も次鯆に延ばし、かつてのスケールにl''l1l}

したいと巷えています。符位のご協ﾉJとご懲兄

をぜひⅡ!賊いたしたく、お願いする次鋪です。

迎絡先03-3474-3570(I'l{iまで）
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東海支部より

12thNTTERIKACUPYACHTRACEinGG参服を募集します
損害に対して一切の責任を負いませ
ん。

前夜祭/5月23日（土)17:15～18:45

場所:ニッポンチャレンジ蒲郡ベースキャンプ

芝生広場

一人1,000円チケット制一般入場可
パーティー及び表彰式/5月24日（日)13:00～15:00

場所:ニッポンチャレンジ蒲郡ベースキャンプ

芝生広場

一般入場可

レース参加申込み/5月10日までに参加料を下記に

振込の上、専用申込書でFAXして下さい。

専用申込書が無い方はFAXサービスで取って下さ
い。

手続き確認後、帆走指示書（パンフレット）を発

送します。

参加料/1艇

NORC特別会員登録艇、会友艇登録艇10,000円

NORC非登録艇13,000円

別に1人1,000円、2名義務付の2,000円も一緒に振り
込んで下さい。

◆パーティーの3人目以降のチケットは当日会場
にて販売します。

実施要項

企画：蒲郡エリカ号保存会

主催：社団法人日本外洋帆走協会東海支部

共催：愛知県ヨット連盟

後援：蒲郡市・アメリカズカップ蒲郡基地協力会

協力：ニツポンチヤレンジアメリカ杯2000委員会
・三谷漁業協同組合

特別協賛:NTT

開催日：平成10年5月23日（土）・24日（日）

プレ企画パート1/市民体験模擬レース
スタート/5月23日(ii)12:30(乗船11:30)

ボランティア艇による市民招待の模擬レース。

■
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■
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■
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■
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参加可能な艇は申込の際に申し出て下さい。

詳細を連絡します。

~､プレ企画パート2/ビギナーズセミナー
デート/5月23日（土)14:00～15:00

蒲郡市民会館会議室にて解り易い実戦ヨットレー

スの講義を行います。参加希望の方は申込書に記

入して参加下さい。

レース／
「第12回NTT工リカカッブヨットレースin謂郷」
スタート/5月24日（日）クルーザー部門10:00

レーサー部門10:20

コース/蒲郡三河大島沖約5マイル（艇長会議に
て指示）

適用規則/1997～2000

国際セーリング競技規則(RRS)

NORC外洋レース規則1997

大会帆走指示書及び艇長会議に従う。

へ本大会は、RRS付則GカテゴリーAの大会として
種別します。

出艇申告/5月23日（土)15:00～15:45

蒲郡市民会館中ホール入口

艇長会議/5月23日(iZ)15:45～17:00

蒲郡市民会館中ホール

参加資格/クルーザーヨットで小型船舶検査

合格艇（船検）乗員3名以上

◆有効なセールNoが必要

（無い方は事務局までご相談下さい）

レーティング/NORCクルーザーレーティングgB

部門分け及びクラス分け／

申込み締切り後、レース委員長にて決定。

責任の所在／ヨットレースの国際ルールに基づき、
レース艇がスタートするか否か、レ

ースを続行するか否かなどの決定は

各艇の責任で行うものでレース主
催・運営者は、参加者、艇の傷害．

参加料振込先/東海銀行桜通支店普通口座
1309686

口座名（社）日本外洋帆走協会東海支部

◆振込人名は、艇名セールNo.を記入して下さい。

◆レース参加料は、不参加でも返却しません。

NORCがレースの取消・中止をした場合のみ、それまで

の運営費用を差し引いた後、返却します。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●

｢第12回NTT工リカカッブヨットレースin蒲郡」
実行委員会
〒460-0002名古屋市中区丸の内3-21-21丸の内東

桜ビル902号（株）ミヤコ内

NORC東海支部

電話052-971-5835

申込専用FAXO566-52-6833

FAXサービスは052-971-5836で取り出せます。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●

"航行中は
NORCエンサインを

掲げましょうO"

-13-
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698JAPANCUPOFFSHORESERIESへの
二
一
二
二

、
、 い（実施要項抜粋）

主催:社団法人日本外洋帆走協会東海支部
主管:JAPANCUP'98実行委員会

開催地:三重県五ケ所湾沖（ヴイーヴルオーシャンクラブ.SYH)

識ﾛ資格

1)ORC特別規定:カテゴリー3を適用。

ORC特別規定の修正:乗員のl/2が乗れるライフラフトを搭載していること。
2)1998年の有効なIMS計測証書を所有している艇であること。
3)乗員はNORC会員が1/2以上でなければならない。

4)ヨット保険の賠償責任保険、搭乗者傷害保険、捜索救助費用保険に加入している艇。

参加申込

参加料:1艇150,000円乗員登録は無料。

個別広告表示（カテゴリーB)艇は上記金額の2.0倍とする。

係留料:10月23日（金）～11月25日（日）までのVOC係留は無料。
申込先:1998年8月31日(月)までにNORC東海支部JAPANCUP'98実行委員会へ所定の用紙で申し込むこと。

コー

実施要項

誹綱は1"8年銅釧ﾛ’火'までにNORC東擁剃APANCUP'98簔打雲員会で用意苔れる実施譽項ゞ｜ご覧（請求）下さい。

プログラム

10/25(日）

10/30(金）

10/31(土）

インスペクション（説明会於名古屋）

インスペクション（プリレースインスペクション）

インスペクション（クルー体重測定のみ）
艇長会議

第1レース予告信号

風上/風下レース（約14マイル）

ウェルカムパーティー無料

第2レース予告信号

風上/風下レース（約14マイル）

第3レース予告信号

第2レース終了後約40分後

風上/風下レース（約14マイル）
第4レース予告信号

シヨートオフシヨアレース（約60マイル）
第5レース予告信号

インシヨアレース（約25マイル）

第6レース予告信号

ロングオフシヨアレース（約130マイル）

オーナーズパーティー無料

第7レース予告信号

風上/風下レース（約14マイル）
表彰式

09:00

09:00

08:00

10:00

12:50

18:00

09:5011/1(日）

L
11/2（月)08:50

11/3(祝)09:50

11/6(金)08:50

11/7(土）

1l/8(日）

18:00

09:50

15:00

問合せ先 NORC東海支部JAPANCUP'98実行委員会
名古屋市中区丸の内3-21-21

丸の内東桜ビル902号(株)ミヤコ内
TELO52-971-5835

FAXO566-52-6833

-14－
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’ ’JCI-NORC意見交換会（小型船舶関係懇談会） 法制委員会渡辺康夫

1会議概要を199 7fli11川に|IM催 し た 。

(1)日時:1998年2月19日（木)14:O0～16:30.塊状に即した航海川jLを選択すべ<、符令の
改ll;を検!;jしている。

(2)場所:日本小型船舶検査機構7階第一会議室
・対象収|｜として、I1"|、ラジオ、気lli,;l･、セ

(3)出席者:JCI山本理事、萩原理事、小崎検 キスタント聯があげられている。

査部長、武山企画部長、久松技術部長(3)小｝W船舳の技術について
NORC尾島専務理事、加藤常務理事、林JCl･NORCの技術的梁務の処ml!Ifi;1･をアウトソー

評議員(技術委員長)、高田理事渡辺理事(法制シングするオフショアヨット技術センターを没
-'7:するので、ご文援をお願いしたい。(NORC)

委員長)r,ji先の典削があればJCIで検討するのでII1し川
てほしい。(JCI)

2意見交換内容、小墹船舶の規格をIKI際的に統一する考えがあ
(1)マストトップ3色灯の機走灯としての使川群にる。例えば、EU内での統一、IS()の採用(ORCも

ついてO C D I S Oをreferしている）聯。(JCI)

･NORCからの提案に蕪づき、IMO'､VIII1家委典会(4)GMDSSについて
での検討を要請しており、1998年5月からIMO、小)棚附舶川EPHRBについては、屯波椅Hlﾘ!jに

での審議がスタートする。｜刑ﾊjをllliil'iをしており、IDがあれば術IW!として。

！認めている。(JCI)・小型船舶用の号鈍の簡易化に閲してもIMOに●
●

提案している。･GMDSSはグローバルなシステムでIFI際的な規●

(2)航海用具の見直しについて(JCD稚の雌で迎川されているので､機器について海：
・運輸省内で航海用具の見直しに関する委貝会外製,1,I!のIRI内仙川をi認めてほしいが、機器の規。

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

制緩和は郵政省の働きかけて行く。(NORC)

(5)ORCSpecialRegldationsl9981999

･ORCSpecialRegulationsl9981999をJCIに提出

して、3.01.3ScandmgsのCerljEcateの発行につい

て、JCIに検討をお願いした。(NORC)

(6)その他

･N()RCからの要望聯項については、オーナーの

欣場とユザーの'f場で背反する場合もあり、要

望を再度整理してから打ち合せを行いたい。

(NORC)

･-tl1における検査の実施について検討したが、

要員の配置が附雌であり、また昨年7月から、

検在を3ヶ月まえから受検できるように制度を改

正したので、その範囲で受検をお願いしたい。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●

●

信

『エーゲ海セーリング
ラリーのご案内」入

１
はなはだしく魅力的なタイトルの案内状が、ギ

リシャ政府観光局駐日代表部から届きました。

ロ程は、今年の7月10日に始まり22日がフィナ

ーレの表彰式とパーティー。イベントの内容は、

アテネのファリロン港をスタートしてパロス島

までの90マイルが第1レース。バロス烏から98

マイル先のサモス烏までが第2レース。第3レー

スはサモス島からヒオス島まで。距離は64マイ

ル。最終の第4レースはヒオス島からアテネの

ヴリアグメ港に戻る125マイル。

島々では、島内観光と各レースの表彰式および

パーティーがセットされているという、われら

NORC周辺の環境と比べると、エーゲ海の陽光

が}ﾘlる過ぎて11が捕くなるようなノーティスで

す。ハワイのイベントとは、また異なった雰囲

気が漂っています。

-iﾐ催はピレウスのHELLENIC()FFSHORE

RACINGCLUBo

HORCwillassistoverseassailorstocharter

firstclassracingboatsofspeciallydiscounted

prices.というコメントもあります。

IRI内のギリシャ政府観光局の問い合わせ先は、

telO3-03505-5917。何方からの眩しいリポート

を期待します。

一一

F雪

置底

‐

一ロ

デイファレンシャルGPS(DGPS)の

サービスエリアの拡大について

全世界的衛星測位システムのGPSは、す

でに会員多数の方々が利川されているこ

とと思いますが、短時間に数十メートル

船位が変化するS.Aがあるため、安定した

より正確な位置が求められていました。

海上保安庁ではこれを解決するため、粘

度が数メートル程度となるDGPS肘を幣術

＝ることになり、すでに昨年3月から神奈

ノ,|県「剣埼」及び三重県「大王埼」に設

置されましたが、このたび本年4月から

宮城県「金華l1l｣、千葉県「犬吠埼｣、東

京都「八丈島｣、兵庫県「江埼」

（淡路烏)、愛媛県「大浜」（來島海峡)、愛

媛県「瀬戸」（佐川llllll半島)、高知県「室戸

IIIIII｣、烏根県「浜川｣、福岡県「若宮」（玄

界灘)、長lll苛県「大瀬埼」（ｿ[烏列島)、宮崎

県「都ｿ1211111i」の11ヶ所にて業務開飴する

との怖報を得ました。サービスエリアは

無線),jから約200km以内のの海域で、この

たびの終術で本州太平洋沿岸から九州周

辺海域まで遮統して川位川来ることにな

ります。

DGPSを利川する場合は、DGPS対応型

受信機とDGPSビーコン受信機が必要で

す。 編・集・後・記

硬い内容で埋まっているオフショアなどi

大半の会員は読んでいないと、先日の代議｜
員会で伺いましたが、ご発言の通りだと思！

います。だいたいがスタッフ自身が校正の｜

ときなどに飽きてしまって、つい間違いをi

見逃している始末です。しかし只今現在の｜

状況では、執行部が何を考え何を行おうと｜

しているのかをお伝えするのが､優先順位｜

としてトップになります。いましばらくは,’

退屈な官報まがいで我慢してください｡な’
お、今回は高田常務の提案と舵社のご好意｜

で、タブロイド版からA4版に変更しました。｜

読みやすく保存も楽になると思います。も’

ひとつ、昨年末から半端な形で編集作業を’

続けてきましたが、来月からは、ようやく’

正式なスタッフが揃います。大きなお約束

はできませんが、ちょっぴりは期待してく

ださい。(H)

･ルール解説実戦ヨットレース・
1ggフー2000
ブライアンウイリス著／石井正行訳

B5判/96頁／定価本体1,900円（税別）

最

新
刊

1 も ? f I M 喝 , 肉 1 角 現 前 斑 茅 ” j … ､ ､ . _ … … _ 雫 … 一

実錘ヨットレース
ルール解説"ず‘"。

大幅な改訂が行われた新ルール解説の決定版。ヨットレ

ースにおけるさまざまなシチュエーションを想定し、こ

の場面では“君はどうすればいいか”という点に的を絞

って、豊富なイラストと簡潔な文章で解説。

例夛昌|UBOOKS|舵社流通課
直通TELO3-3434-4531FAX.O3-3434-2640
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NORC支部一覧表

北海道

〒063-0828

札I幌市西区発寒8条11]~111-5

ｳｴｽﾄ･ｺーｽﾄﾋ゙ﾙ2F

TELOllC66-6588FAXOll-665-8575

津軽海|峡〒似(XXM4

隊i館市T"l1町94

米II1建築没計窄|ﾉI

TELO13823-8412(*FAX切枠）

大洗

〒311-13(m

茨城県東茨城郡人洗IIII磯浜952

桧山恒実方

TELO292-67-3155FAXO292-674178

いわき

〒9708“5

福島県いわき市郷ケ圧2-57-3

藁谷俊戒方

TELO246283960(*FAX切杵）

東京湾

〒1300()26

墨lll区i'lil'il3-2-l

内藤値夫方

TELO33632-0528FAX()336333()98

三 崎

〒210M23

’川崎市川崎Ⅸ小川II1J821

I高田歯科内
:TELO44-244-2944FAXOi4-2331658

三浦

〒227“l7

横浜IIj青葉Iﾒ:みたけ台21-1

ｲT光真和力

TELOlO779-lO24FAXOl誹9739:X34

湘 南

〒238収)32

枇須側'li平作823

大野他作方

TELO468535267FAX()468537250

駿 河 湾

〒424-()942

治水市入船町1335

ﾍ゙ﾙｼ､ﾕ35内

TELO54351-3223(｡FAX切開

東 海

〒46岬2

名古屋｢|j中|XﾒLの内321-21

丸の内東桜ﾋ゙ ﾙ902(株)ﾐﾔｺ内

TELO52-971-5835FAXO566526833

近畿北陸

〒601-8041

京都市1削又東9条I櫛烏丸町356

i村烏丸|､11地l-ll4三ル祥功ノノ

TEL()75C610325FAXO75C624)321

内 海

〒6620934

西宮市Iﾉﾘ宮浜1-161

(社）関西ヨットクラプ内

TELO79837-3102(*FAX切枠）

西内海

〒733伽24

広島市西IX稲島町1丁11261

広烏水交全会館内

TELO82-234-3442(.FAX切杵）

玄海

〒81(皿l

福岡『|jI叫区小ﾉi3581

市立ﾖｯﾄﾊーﾊ､､-内

TELO92881-6207(*FAX切枠）

南九州

〒892-0824

鹿児脇市堀71:IIIJ2-1()

KMS内

TELMMJ261-"51FAX的3262-2727

沖縄

〒帥l-2224

那覇市古波蔵173

瑞慶覧実ﾉﾉ

TELO98-834-7589(*FAX切符）

j

洋

一

※ご入会弊は、お近くの支部(下記参照)にお問

い合わせ下さい。

社間法人’'水外洋帆走協会本部事務局

住所:〒10SM)14東成郁港区芝5155泉ビル4F

電話:033452-5812(代表）

FAX心33452-5815

※交通の便JRllllli｣.駅、M蛸地ド鉄三田駅より北

西方向に徒歩8分

月唯H～金雌11930～17:3()[ただし12:m～13:00

昼休みi1filll]_t･lllli!休莱

へ


